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2002 第 77号総合都市研究

第14回公開講演会

都市とIT

ーその諸相と展望-

東京都立大学

2001年11月9日

東京都庁都民ホール(都議会議事堂1階)

日時

場所

1.開会あいさつ

2. あるITと都市自治体-GIS (地理情報システム)の活用をめぐ、って

3. IT・企業・都市一内外の事例から

4. ITが都市型社会にもたらすものーメディアと文明の行方

5.総括

6.閉会あいさつ
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開会挨拶:荻上

講演:玉川

ij~ 部

若林

司会:羽員

閉会挨拶:高見揮

国でも有数の総合大学として発展してまいりまし

た。このような変遷の中で都市研究所は1977年に

都市研究センターとして発足し、 1994年に現在の

都市研究所に改組されましたが、設置以来、今年

まで24年を経ております。都市そのものを研究

テーマとする全国でも数少ない機関であり、都市

にかかわる学際的な研究に取り組んでおります。

8人の専任研究員を中心に7つの研究部門を持っ

とともに、 3つのプロジェクト研究が学内外の研

究者の協力を得て進められております。またこれ

らの研究成果は研究者向けの論文集である『総合

1 .開会あいさつ

荻上紘

本日は東京都立大学都市研究所第14回公開講演

会にお越しいただきまして誠にありがとうござい

ます。主催者を代表いたしまして、一言ご挨拶申

し上げます。

東京都立大学は1949年の開学以来、皆様方の温

かいご支援をいただきながら、学部・大学院の新

設・再編、キャンパスの八王子への移転などの改

革を経て順調に研究・教育の成果を積み上げ、全
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都市研究』及び一般の方々を対象とした『都市研

究叢書』などの冊子によって発表されておりま

す。当研究所はまた大都市東京が直面する課題解

決にも研究機関としてお手伝いしていくという役

割を持っております。また一方で研究成果を都民

の皆様に直接お返しすべく毎年1回このような公

開講演会を開催しております。

本日はご案内のように「都市と ITーその諸相

と展望-Jをテーマとして、 3人の講師の先生に

講演をしていただきます。お手持ちのリーフレッ

トにありますように、インフォーメーション・テ

クノロジ一、すなわちITという言葉は新聞やテレ

ビに毎日のように登場しておりまして、情報通信

技術の発達は我々にとって極めて身近なものに

なっております。私自身もコンビューターや携帯

電話を使わない日はありません。コンビューター

やインターネットは日進月歩、というよりむしろ

秒進分歩といった方がいいのかもしれませんが、

大変なスピードで発展をしておりますけれども、

実際に何が変わりつつあるのか、都市における生

活や仕事はどのような影響を受けつつあるのかと

いったようなことについて講演をしていただける

ものと思います。この講演会がITと人問、あるい

はITと都市のよりよい関係を築いていくための 1

つのきっかけになれば幸いと思っております。ど

うぞ最後までお聞きいただきたいと思います。簡

単ではございますが、以上をもちまして、開会の

挨拶とさせていただきます。本日はどうもありが

とうございました。

2. あるITと都市自治体-GIS(地理情報

システム)の活用をめぐって

玉川英則

皆さん、こんにちは。都立大学都市研究所の玉

川と申します。私はごらんのように東京都立大学

大学院都市科学研究科というところの教員も兼ね

ておりますけれども、同時に都市研究所の専任研

究員という立場で教育・研究に携わらせていただ

いている者です。きょうは「ある ITと都市自治

体」ということで非常に限定された視点なんです

けれども、ある種ITというものが自治体という

組織の中に入っていく時に見られる様相につい

て、私が今まで見聞している中から簡単なお話を

させていただきたいと思います。よろしくお願い

したします。

本題に移ります前に、なかなか素敵な建物が出

てきましたけれども、我が都立大学で今ITがどこ

まで進んでいるかということを簡単にご紹介して

おきたいと思います。これは実は南ヨーロッパ風

のコンセプトでつくられたというわけですけれど

も、都立大学の本部棟です。本部の建物です。本

部棟の前にはかなり広い中庭がございまして、芝

生が植わっております。これは2週間ほど前の昼

休みの写真ですが、ごらんのように寝そべってる

人もいますね。何かお弁当を食べているような人

たちもいますが、その一角で何やら 3人の若者が

談笑しながら、本か何か見ているというような感

じになってます。ちょっと近づいてみますとこん

な感じになります。パソコンですよね。パソコン

をのぞき込みながら、それについていろいろ話し

合っているというような様子が見えますが、その

パソコンの画面の方を見ますと、ごらんのように

これはインターネットのホームページですね。

cuswwwと書いてありますけれども、このcusと

いうのが我が都市研究所の四nterfor urban studies 

の略でして、そこのホームページが立ち上がっ

て、見てるところです。ごらんのようにパソコン

がもちろん電源コードもありませんが、それ以外

にインターネットにつなぐためには端子が必要で

すね。線で、ワイヤーでインターネットの接続端

子とつなぐ必要があるんですが、それもありませ

ん。これは無線の LANで、現在こういうことが

できつつあるということです。ごらんのように屋

外でも気楽にパソコンを立ち上げながらインター

ネットのホームページを見たり、あるいはEメー

ルを送信したり、そんなことができるように今な

りつつあります。一応、大学の ITはこれぐらい

までは何とか進んでいるというような話をして、

それ以外のレベルはいろいろありますけれども、

こんなことが今、大学ではやられつつあるという

ことでご紹介しました。

それで、本題の方に入らせていただきますが、
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あるITと都市自治体
-GIS(地理情報システム)の活用をめぐって

東京都立大学大学院都市科学研究科

& 都市研究所

玉川芙則

きょうの中心に据えましたのは「地理情報システ

ム」という話です。あまりなじみがない言葉かも

しれませんが、簡単にいえば、コンビューターで

地図を扱うシステムということです。そういうふ

うに思っていただければいいと思います。地図の

製作とか表示をコンビューターでできるようにし

たシステム。それからコンビューターによる地図

の加工ですね。地図をちょっと変えてみるとか、

(バリア)なんか描き加えてみるとか。そんなこ

とをできるようにしたシステム。地理的データ

ベースという表現を使っていますけれども、地図

にかかわるデータですね。人口とか物流とか、い

ろいろありますけれども、そういったものを、そ

ういったデータベースをつくりあげて、それで

もって分析をできるようにしたシステムというも

のだと考えていただければいいかと思います。コ

ンビューターのシステムですから、ハードウエ

ア、ソフトウェアを含めて地理情報システムとい

うふうに呼んでいますが、最近では今からお見せ

しますように、ハードウェアとしてはこういう

ノートパソコンで全く十分なんですね。特別な道

具は全く要りません。ソフトウェアも現在は、金

額にすれば数十万単位。 10年ほど前だと数百万と

か、数千万とか、恐ろしい額が必要だ、ったわけで

すが、現在では数十万単位ですね。ということ

で、問題となっているのは、地理的なデータをつ

くるとか、あるいはそれを操作する人のトレーニ

ングをどうやるかとか、そこら辺が今かなりネッ

クになっているところです。そういうコンビュー

ターで地図を扱うシステムというものだというふ

うに考えればいいかと思います。

早速簡単な地図とデータベースをお見せしたい

と思いますが、今、地理情報のシステムのソフト

ウェアを立ち上げました。ごらんのように、片方

にこういう地図が出てまいります。もう片方にこ

ういうデー夕、まちの名前、それから町丁目、そ
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GIS(地理情報システム)とは?

-地図の製作・表示のコンピューター化

-コンビュータによる地図の加工

-地理的データベースの構築と分析

等を可能にするを丞主主(ハード、ソフト)

ITとGISの関係

-基本的には、GISCIT

• ITがという雷葉が一般に言われる前から、GISは
利用されていた

• GISができる前から、情報通信技術はあった

• r情報通信技術の活用の推進jの1っとして、
GISに期待が.

れから住所コード、人口とか世帯数とか、こうい

うデータベース化された、こういうデータベース

が出てまいります。地理情報システムというのは

これとこれ、この地図とこのデータベースがうま

いこと関連づけられる、そういうものであるとい

うことです。例えばこちらをクリックしていきま

すと、実はここのある部分、地図の方のある部分

が反応しているんですが、ちょっと拡大してお見

せしますと、こういう感じで飯田橋 1丁目がここ

だ、 2丁目がここだと、 3丁目がここだと。ここ

の人口はいくらで世帯数はいくらでということ

で、こちらのデータベースとこちらの地図が関連

づけられて、 1つの大きなデータベースになって

いる…そういうシステムであるということがお分

かりいただけるかと思います。

それから地理情報システムで地図を扱う場合に

何が便利かといいますと、紙の地図ですといった

んいろんなものを儲きこんじゃうと容易にそれを

日本におけるGIS小史

'UIS('70代)
'UIS2('80代)

'80代半lま-'90前半
'FM利用の普及
・アメリカ製のWS版・PC版ソフトが普及

'90代半Iま~
‘データ国土地理院の数値地図などを中心に整備中
・基盤形成期(H8-10度)から普及期(Hllー13度)へ
.純国産汎用ソフトの霊場

消したり付けたりと、そういうことはできないわ

けですけれども、こちらの地理情報システムです

と、例えば今これ載っかっている情報が鉄道のラ

インがあって、それからこの青いのが駅ですね。

この赤いラインが何々町という単位ですね。町丁

目の町の単位です。それから点々の緑が何丁目の

単位なんですが、そういういろんな情報が載っ

かっています。それは容易に付けたり消したりす

すことができる。例えば鉄道は要らないと、駅も

要らないというふうにしますと、簡単に消えてく

れます…というような感じでそのいろんな地図を

自分でどんどん必要に応じてつくっていくことが

できるということが、この地理情報システムとい

うものの特徴であると思ってください。もちろん

こういうふうに元に戻すこともできます。という

ものですね。それがGIS…地理情報システム。

GISというのはGeographicInformation Systemの

頭文字を取った英語ですけれども。そういうもの
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であります。

日本においては、どんな発展段階でこの地理情

報システムが発展してきたかというふうに見ます

と、こんな感じです。大体1970年代ぐらいから実

験的なプロジェクトであるUISというのが始まり

ました。 UISというのは、 Urban Information 

Systemの略でして、都市情報システムと訳せば

いいんでしょうか。そういう表現でいわれたプロ

ジェクトがありまして、旧建設省あたりでしょう

か…が音頭取りをして一生懸命やってたプロジェ

クトです。そのまま80年代の初めにUIS2…その

後継役プロジェクトに受け継がれて、実験的な段

階として、ここら辺で終わりになってくるという

ところがあるんですが、 1980年代の半ばあたりか

ら応用段階が始まります。 FM利用の普及という

ふうに書きましたけれども、 FMというのはあの

ラジオのFMもありますけれども、そうではなく

て、 Facility Managementの略です。 FMといって

おりますが、道路とか、下水とか、電気とか、そ

ういう都市のインフラストラクチャーを管理す

る、そういうシステムですね。それがコンビュー

ター化されてできたという経緯があります。従っ

て非常に特定利用、特定の対象物、特定の目的で

もってこの地理情報システムが応用段階に入って

いったという経緯があります。

一方でそういう特定目的のGISが発達する一方

でどんな目的にも使えるGISですね。どんな目的

にも適用できる、自分でいろいろカスタマイズと

いってますけど、やり方を変えてどんな目的にも

使える GISというものがつくられるのがちょっと

日本では遅れてしまったと、そういう経緯があり

ます。そうこうしている間にアメリカ製のWSと

書いてありますが、 WorkStationといわれる高機

能のコンビュータ一、パソコンよりちょっといい

コンビューターで、すね、そういうコンビューター

用の GISとか、 PCはパソコンですけども、パソ

コン用のソフトとか、そういったものが普及して

きてしまったんですね。結局現在日本の自治体と

か企業で使われている GISのほとんどが外国製で

す。それをコマンドだけ日本語に訳したものとい

うのがほとんどで、ちょっと情けないといえば情

けない状況なんですが、そういう状況になってし

まったということです。それじゃ困るというん

で、 90年代半ばあたりから国の方がこのGISに非

常に本腰を入れます。特にソフトはソフトで民間

にがんばってもらうということがあるんですけれ

ども、国の方では現在の国土交通省の…当時、建

設省ですが…国土地理院を中心としまして、その

(デジタル地図、数値地図)をどんどん整備して

いこうというプロジェクトを立ち上げていきま

す。現在2500分の 1の地形図というのがあります

けれども、大体住宅の一戸一戸の姿が見えるくら

いの細かい地図があるんですが、あれが今ほとん

ど…大都市圏はもうすべてですね。あと、県庁所

在地とか主要都市では整備されています。今年度

中ぐらいにおそらくインターネットで無料公聞が

されるだろうと。現在それを使おうと思うと7500

円かなんかで CD-ROMを1枚買わないといけな

いんですけれども…もう少したつとただになると

いう話があります。国の方の位置づけでは今、基

盤形成期から普及期へ、今、平成13年ですが、そ

の基盤形成の段階・基礎的な段階・地ならしの段

階が終わって、今はどんどん普及を進めていく段

階だという位置づけでいわれています。 3年ほど

前ですけれども、ょうやく純国産の汎用ソフトも

導入しまして、ようやく日本におけるGISです

ね、活発化していく、いっているという段階にあ

るということです。

そのような話があるんですが、きょうの全体の

テーマである汀ですね、インフォーメーション・

テクノロジー。それと GISの関係というものを押

さえておきたいと思います。基本的にはGISとい

うのは ITの一種ですよね。情報通信技術の中の

1つに含まれるものと思ってもらえばいいかと思

います。しかしながら、この ITという言葉が一

般にいわれる前から GISは利用されていた。要す

るにインフォーメーション・テクノロジーという

言葉がこれだけ叫ばれる前から GISは利用されて

いた。実際、アメリカ製ではありますけれども、

日本においてそういう汎用ソフトが利用されだし

たのが十数年前からですから、実際そうですね。

その一方で乙のGISというものができる前からそ
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もそも ITという言葉はなかったんですが、あま

り日本ではやる気なかったんですが、情報通信技

術はありました…ということですね。どちらかが

進む、 GISもまた進展するというようなことが繰

り返しながら、現在、情報通信技術の活用の推進

の1つとしてGISに期待が集まっている。ようや

く歩調を合わせて、その中の 1つとして、lTの 1

っとしてGISが認知されだしたという関係になっ

ているのかと思います。

これは国土地理院のパンフレッ卜から取った図

ですけども、ごらんのようにGISを利用した豊か

な新しい社会という、すごいキャッチフレーズが

付いています。例えば都市計画については、都市

の景観をシミュレーションしておくと、きれいに

整備されたよいまちができるねなんてですね、そ

ういうふうにGISでもって都市の景観シミュレー

ションに使えるんじゃないかというような期待が

あります。それからもっと生活に身近なレベルで

は、カーナビゲーションですね。あれも一種GIS

の技術を応用した例ですけれども、カーナビゲー

ションを利用すると道に迷わず、簡単に目的地に着

けるなんていう話もあります。同じようなことで

すが、消防車がここにありますけれども、緊急出

動の際、最短ルートが分かるので、万が一の時で

も対応が速くなったというんですね。そういうよ

うなことが実用化されるであろうという話があり

ます。そのほか市民レベルで、行政が身近になっ

たと。これは後で触れますけど、いろんな情報を

GISの技術を利用して提供してもらうことがおそ

らくできるであろうから、行政がより身近に感じ

られるようになるのではないかというようなこと

があります。それから医療・福祉の分野ではバリ

アフリーのまちづくりで、みんなが住みよい時代

になっていく。車いすでも、一人で安心して外出

できるということが書かれていますが、例えば

GISでどこに段差があるとか、どこの交差点が危

ないとかを調べておいて、事前にそういったこと

を知らせるようなシステム、そんなことがあれ

ば、安心してまちを歩けるなというようなことが

いわれています。そのほか港の方では配送計画、

それからエリア・マーケッティング、民間の企業

ではどこに屈を出したらいいかなんてことが容易

に分かるようになるということです。それから船

の操縦も無人でできるなんてのもありますし、環

境保全の方向では、人工衛星画像や航空写真を

使った国土のモニタリングで自然も保たれるねと

いうような吹き出しの言葉がありますけれども、

このようなGISを利用したバラ色の未来といえば

いいんでしょうか。そんなことが国土地理院のパ

ンフレットあたりでは語られています。

ところでこのGISは今どれくらい利用されてい

るのかということです。先ほど見ましたパラ色の

未来のケースですが、現在例えば自治体に限定し

て、 GISの利用自体は自治体と民間と研究機関、

大学等の研究機関がそれぞれ3分の 1ずっという

ような話がありますが、自治体に限定して見ます

と、どれくらい利用されているか。大々的な調査

としては、 2、3年の間隔で94年、 97年、 99年に

実態調査が行なわれています。それぞれ調査の主

題とかやり方も違うんで、一概にはいえないので

すけれども、 一応、市区町村と都道府県でどれぐ

らいGISが利用されているかということは統一的

に把握されています。それを見ますと、 94年時点

では利用中が市区町村で7パーセント、整備中・

調査中が4パーセント、導入検討9パーセントで

未検討は8割ぐらいあったということです。この

調査では広域自治体である都道府県では行なわれ

ていませんから、書いてありませんが、 97年にな

りますと、利用中が倍増ですね。 14パーセント。

整備中・調査中というのが4から13で、この利用

中から調査中までの聞が27パーセントぐらいの自

治体が何らかの取り組みをやっている。導入検討

6パーセント、未検討67パーセント…という感じ

です。広域自治体である都道府県の方ではすでに

利用中が66パーセント、整備・調査中を含めます

と、 9割ぐらいですね。自治体が何らかの取り組

みをやっているという段階に達していました。 99

年では97年とはそんなに変わっていませんけれど

も、比較的導入を検討しているところがちょっと

ふえたりとか、そういうことも見られて、順調に

進展はしているかなというような感じがあるんで

すが、ただそれでも未検討、市区町村レベルでは
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GIS利用の現況

日本田自治体由GIS駆り組み由置化{軸)

GISは道具(ツール)である

. Geographical Information Systern(s) 

→あくまでも道具

どういう道具か?
データベース・ツール
ビジネス・サポート・ツール
コミュニケーション・ツール

cf. Geographical Information Science( s) 

→学問(の集合体)?

6割ぐらいあるということで、だいぶ自治体内で

熱心なところとそうでないところの差が出てきて

いるようなところもあるかなというような感じが

見えています。

私のところで、韓国からの留学生が2人ほどお

り、ちょっと比較調査をやってみようということ

で、日本と韓国の比較のアンケートをやってみま

した。その結果がこんな感じです。基礎自治体と

書いてあるのは、日本の場合は市区町村ですね。

広域自治体、日本の場合、都道府県です。韓国の

場合ちょっと違いまして、基礎自治体、韓国の場

合は市、郡、区ですね。それが基礎自治体です。

広域自治体の方は道とか広域市とかいわれるもの

でして、日本の都道府県にあたる道以外に、広域

市とか特別市、ソウルなんかの大きな市は、この

広域自治体の方に入りますので、ちょっとカテゴ

リー的には違いますが、多少無理矢理というとこ

ろがありますが、比較してみます。そうします

105 

回

60 

(事

)

1

基盤SI 基彊(韓 a;瞳181 Jt!tl瞳)

(自，韓自浩体種電)

自-・自治体砲類別GIS開発レベル(1999年での比較)

データベース・ツールとしての
GIS 

-メッシュデータ:一種のモデル

• GIS形式のデータ:
モデルとしてはできすぎしかし、
やはり1つのモデル

cf. Q:rこういうことができますか?J
A:rそういうデータが入力されていればで者支すj

と、そういう自治体では日韓の比較でいきます

と、ごらんのように導入的にはほとんど同じなん

ですけれども、そのほかの例えば整備中とか調査

中とか検討中というと、むしろ韓国の方がパーセ

ンテージが高いというところがあります。広域自

治体では導入的にはわずかながら日本の方がパー

センテージが高いんですが、やはり整備中・調査

中だとかは韓国の方が上回っているということ

で、よく ITの分野では韓国の方が日本より 2年

先を行っているとか、 3年先を見てるとかってい

うことはいわれまけれども、 GISでも多少そうい

う傾向は出ているかなというところがあります。

ただし、注意していただきたいのは、基礎自治体

の大きさがだいぶ日韓で実は違いまして、日本の

場合は市区町村ですから、数千人の村で含めてと

いうことなんで、韓国の場合は基礎自治体の数と

しては200幾つですね。日本の場合、市区町村は

2000から3000らいということなんで、、 10分の lぐ



106 総合都市研究第 77号 2002

らいの数で、かなり集約された形で基礎自治体が

つくられているので、一概には比較できないかな

というところはありますが、かなり意欲的な感じ

ですよね。そういう感じが伝わってきます。韓国

の方ではGIS専門の教育企画なんていうのがつく

られたりしているらしくて、ずいぶんそういった

ところでも意欲的で、法律なんかもできていると

いうような話もあります。日本ももし推進という

ことをよきこととするならば、考えないといけな

いこともあるのかなというようなところがありま

す。

GISなんですが、 10年ほど前からやはり汎用の

GISがいろんなところに入り始めて、私もいろん

な場面でそういう議論にはおつき合いさせていた

だいているんですけれども、最初の頃ですと、何

かよく分からないというような話が1っと、もう

1つは何か過剰な期待、ひょっとしたらすごいこ

とができるんじゃないかという過剰な期待とが入

り交じってまして、なかなかちょっと当惑した覚

ビジネス・サポート・ツールとして
のGIS (ex.都市計画の場合)

都市計画の変化
近代的銀制・計画手法の移植(1日法・1919)

→その詳細化(新法・1968)

ーその柔軟化(2∞o年改正)
その背景
近代産重量革命

近代産業都市の絶頂

近代の異化け〕

. r計画』のテクノロジーが直接要因ではない
(時のテヲノロジー状況とシンヲロ(共振)はするが ) 

-テクノロジーの直線的修響

→定式化された作業・ロジッヲの明確な作業

えがあるんですが、要するにいいたいことはこう

いうことだ、ってことを一言でいうと、こういうこ

とです。 GISは道具である。ツールであるという

ことです。それに過ぎないといってもいいかもし

れません。そういうことだ、と思ってもらえばいい

んじゃないかということですね。あくまでも道具

ですね。どういう道具か。 3点ほど簡単にコメン

トしたいと思いますが、 lつはデータベース・

ツールなんです。それからビジネスサポート・

ツール、業務支援のツールであると。それからコ

ミュニケーション・ツールであるという 3つぐら

いの側面があるんじゃないかと思います。 GISと

略す言葉ですが、その場合GeographicInformation 

Scienceというのがありますが、科学ですけど

も、あるいはサイエンスを複数形にしてもいいか

と思いますが、これはいってみれば学問の集合体

で、ちょっとこれとは違うんですけど、

Geographic Information Systemといった場合には

これはあくまでも道具なんだ‘と，思ってっき合って

コミュニケーション・ツールとして
のGIS

デジタル・コミュニケーションの特性
@連絡・通知・報告.注文・予約等ルーチン化している情報伝達

O 会議日程等形式的屯調整
A ブレインストーミンゲ、「軽いJ感情表現
x 交渉・討績を要する調整、合意のもとに結輸を要求される援論.

「重い」感情表現

-自治体・企業・市民双方向の情報提供は可能

ー特lこ「場所』が問題になるテーマに対してGIS/~強力
なツール

・しかし、議論は別問題?

組織論の知見から
(IT→企業組織への影響)

.!Tの導入効果大の企業:

事前に組織肉のコミュニケーションが活性化

-組織デザインの基本的制約条件・

不確実性の除去(情報収集)→事務性の除去{情報処理)

-問題点の意識化(慣行の悶い直し)

と相互関係の再編成

司 GISと自治体組織の関係も同様?
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いただければいいんじゃないかなと私自身はd思っ

ています。

まずデータベース・ツールとしてのGISという

ことですが、先ほどちょっとGISの画面をお見せ

しましたけど、メッシュデータというグリッド状

に四角い正方形で区切ったデータが都市とか地域

の分析をやる時によく使われる時代がありまし

た。現在ももちろん使っておりますが、これは一

種のモデルである。現実をそのまま写し取るん

じゃなくて、現実のある側面、その四角の中の属

性というものがどれくらいであるかということを

調べるということで、一種のモデルというふうに

考えなければいけないかと思うんですね。その一

方でGIS形式のデー夕、これは地図をまさに見て

いるように建物の一戸一戸の様子とか、道路のパ

ターンとか、あるいはその道路の地下にどういう

電線が埋まっているとか、そういうのははっきり

そのままの図柄で出てまいります。従って何か現

実を写しているように見えるかと思うんですが、

ただやはりモデルなんですね。モデルとしてはで

き過ぎです。しかしやはり lつのモデルであると

いうことです。それが非常に重要なととろではな

いかと思います。 GISを使い始めの10年前ぐらい

というか、 7、8年ぐらい前だ、ったんですけれど

も、よく聞かれた質問に iGISを使えばこういう

ことができますか」というような話がよくあった

んですが、大体それに対して私が答えていたのは

「そういうデータが入力されていればできます」

というお答えしたできなかった覚えがよくありま

す。要するに例えばGISを使って、山の尾根線が

再現できますかとか、そういう図柄が描けますか

と。それはそういう標高のデータが入力されてい

ればできる。そういうことですね。それだけのこ

となんですね。結局もう入力されていないものは

できないし、入力されているものは何らかの操作

で加工することができるということですんで、基

本的にはモデ、ルですから、現実のある側面を写し

取ったものに過ぎないということですね。そうい

うものを扱ってるものだと。そういう道具である

というふうに突き放して考えていただければいい

かと思います。

それから 2番目の側面でビジネスサポート・

ツールとして用いられるというお話をしておきた

いと思います。これはビジネス…行政の場合の業

務ということですけども、その支援ツールという

ことなんですが、いろんな側面がありますので、

一応は私が専門としております都市計画、都市地

域計画とか、都市地域分析とかというものを専門

でやっておりますので、その場合に限定して考え

てみたいと思います。都市計画というものの変化

というのがあるんですけれども、一応、都市計画

法と呼ばれる都市計画の基本法ですね、基本的な

法律の変選を見てみます。大きく 3つぐらいの段

階に現在まで分かれるんじゃないかと思います。

1つは旧法で1919年に一番最初の都市計画法とい

うものがつくられた時代ですね。 2番目にその新

法、 1968年、昭和43年に新しい都市計画法が改正

された。それから2000年、昨年またかなり大きな

改正が行なわれましたけども、そういう段階があ

ります。旧法である程度、都市をコントロールす

るというコンセプトはほとんど出てくるわけです

けれども、それを新法ではかなり詳細化した形で

つくりあげていきます。 2000年の改正はどうかっ

ていうと、どちらかというとその柔軟化のような

形ですね、そういうものがあったんではないかと

いうふうに思われます。例えばこれから10年間、

市街化させる地域ですね、都市として育てていく

地域とそうでない地域を分けるという線引きとい

われる市街化区域、市街化調整区域という区分け

がありましたけども、 2000年の改正、昨年の改正

ではそれを必ずしもやらなくてもいいよというん

ですね。そんなことをいったりしています。 3大

都市圏は違うんですけれども、それ以外の都市圏

では必ずしもやらなくてもいいというようなこと

をいったりとかというようなことで、かなり柔軟

化された側面があるということです。その背景、

都市計画のそういうやり方とか、コンセプトとが

変わっていった背景として、何があったかという

ことを考えてみますと、新法ができたということ

自体は近代産業革命において、都市が変わって

いったプロセスがあるということがあるかと思い

ます。新法は詳細化ということになったわけです
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けども、これは近代産業都市のまさに絶頂期、高

度経済成長期のまっただ中ということで、そうい

う知識が背景にあって、そういう時代性が背景に

なっている。その昨年の改正、これは何かという

のはなかなか難しいんですが、現在、今この時点

で申し上げるのは難しいかと思うんですが、あえ

て申し上げておけば、近代の異化という表現を使

わせていただこうかと思いますが、近代的な都市

計画を考えたけど何かしっくりいかないんで、

ちょっと唆昧にしてやろうというようなニュアン

スですね。そういうところがちょっとあるんじゃ

ないかというふうに、私は何となく感じるところ

があります。いずれにしましでも、結局この計画

のテクノロジー自体が直接要因となって、都市計

画が変わったんじゃないんですね、重要なこと

は。時のテクノロジーの状況、時代性のような大

きな状況と共進といいますか、シンクロナイズと

いいますか、そういうことはあるんですが、計画

の技術自体が要因となって都市計画というのは変

わったと思えないんですね…というところがあり

ます。テクノロジーの直接提供というのはもう

ちょっと別のところに出てきて、定式化された作

業であるとか、ロジックの明確な作業ですね。こ

のようなことには出てくるんだろうけど、その大

きなコンセプトをテクノロジーが替えるかという

となかなか違うんじゃないかというような感じが

します。

それから 3番目のツールの側面でコミュニケー

ション・ツールとしてのGISということなんです

けれども、これについて学問的な蓄積がどれくら

いあるのか、私なかなか専門じゃなくて分からな

くて、ほかの2人の先生方がたぶん詳細に語られ

ると思うんですが、これは私は経験から感じてい

ることを書き出したんですけれども。デジタル・

コミュニケーション特性というんですね。 Eメー

ルとか、あるいは添付ファイルを貼り付けて送っ

たりとか何とかというあれですね。あるいはweb

を見てやるとかいうようなそういうコミュニケー

ションの特性としてこんなことがあるんじゃない

かというふうなことを、実際に使っている感じか

ら書き出しました。連絡とか通知とか報告とか注

文とか予約とか、ルーチン化している情報伝達、

これはおそらくデジタル・コミュニケーションで

十分できるだろうというふうに感じています。

後、会議の日程とか形式的な調整、これはまあま

あ大丈夫だろうと思いますね。玉川さん、何月何

日、会議ありますけど、出席・欠席どうですかと

いうことでEメールが来て、そのままにしておく

と電話がかかってきまして、あれはどうなりまし

たかと。結局、私が電話で答えるものですから、

Eメールの意味がなくなるわけですが、そういう

例は別にしまして、ちゃんとEメールを返せば大

丈夫ということです。後、ブレーン・ストーミン

グと軽い感情表現と書きましたけど、要するに言

いっぱなしの議論とか、ぱあっと何か言うとかで

すね、そんな感じのものというのは十分です。い

や、十分でもないですけど、まあまあできるとい

う感じかなということですね。ダメなのは何かと

いうと、交渉とか討議を要する調整。あるいは合

意の下に何らかの結論を出さないといけないとい

う、そういう話。そういう議論ですね。それから

重い感情表現なんていうのは難しいですね。そん

な話がありまして、それはwebとか、そういうの

を使ってもおそらくそうでしょう。結局そうしま

すと、 GISを使って例えばいろんなコミュニケー

ションを行なう場合、自治体・企業・市民とい

う、そういう主体がありますが、双方向の情報提

供というのは可能だろうというふうに考えます。

いいっぱなしの議論ぐらいまでは大丈夫ですとい

う感じがするんです。特に場所が問題になるテー

マですね、それは地図を使ってやると非常にス

ムーズにいくわけですから、そういうテーマに対

してGISというのは非常に強力なツールになるだ

ろうと思われます。しかし議論というと、これは

別問題ではないかなというような感じがしていま

す。一応これはそのパンフレットにも載っている

図なんですが、 GISとインターネットを駆使し

て、自治体の担当者とそれから家庭・地域・職場

…市民が情報をやり取りするというような状況を

模式化した図です。自治体の側からは資料の情報

公開、特に地理的データベースの管理と公開を行

なうというようなことです。市民の側からは市民
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からの情報提供を自治体に対して行なうというよ

うな行為を行なうということが上げられます。例

えばどっかの道路に穴ぽこができていると早く直

してくれとか、あるいはここの交差点が危ないん

だけれども、サイドミラーがないから付けてくれ

とか。そういうような話を地図を利用しながら、

自治体の担当者に送って、何らかのコミュニケー

ションを行なうということは可能なのかなという

ふうに考えますが、その時に何かをまとめると、

空間の計画としてまとめるとなるとまた違う議論

が、ひょっとしたら必要なんじゃないかというふ

うな感じがすると、こういうわけです。

これも私の決して専門というわけじゃないんで

すが、いろいろおつき合いさせていただいている

中で組織論のご専門の方がいらっしゃって、そち

らから聞いた話で、lTが企業組織に与える影響と

いう話を幾つかお聞きしたんですが、参考になる

ことを並べておきました。ひょっとしたら、こう

いったことがGISと自治体組織の関係にも重要な

んじゃないか、同様にあてはまるんじゃないかと

思っていることがありまして、書き出しておきま

したが、 1つは、lTの導入効果が大きい企業と

いうのは事前に組織内コミュニケーションが活性

化している企業であるという観察があるそうで

す。これ、逆じゃないということが重要ですね。

ITを導入したからコミュニケーションが活性化

したというんじゃなくて、事前にコミュニケー

ションが活性化している企業ほどlTの導入効果

が大きいというところがあるということです。 2

番目は組織デザインの基本的制約という堅い言葉

になっていますけど、要するに組織の作る、ある

いは組織のセクション間でいろいろコミュニケー

ションを行なう時に何が重要になるかということ

ですね。その ITを導入することによって、不確

実性の除去から多義性の除去ということが重要に

なってきています。いい換えれば、情報収集、不

確実性の除去というのは何も分からない状態から

いわゆる確実な情報をどんどんどんどん取ってい

く、そういうことが以前は重要だったんだけど、

lTを導入することによって、それはかなり解消

される可能性があるということです。そうすると

逆に組織のあり方を考えた場合、多義性、その

取ってきた情報の意味づけです。取ってきた情報

がどうのような意味を持っているのか、あるいは

その取ってきた情報をどう考えてどう価値判断し

て、例えば都市計画だとどういうプランニングに

つなげていけばいいのか、そういうことが非常に

組織を考える場合に重要になってくるという話が

あるということです。それからさらには問題点の

意識化です。慣行の取り直しと相互関係の再編成

とありますが、例えばきのうですか、確かNHK

の番組でlTを活用していくことによって、談合

がなくなったとかいう自治体の例をやっていまし

たけれども、今まで慣行では当たり前にされてい

たんですね。それが改めて問い直されている、そ

ういうような状況があるということです。そうい

うコミュニケーションを行なう主体聞の総合関係

が再編成されていくような、そういう状況がある

んじゃないかということで、 GISと自治体組織の

関係もひょっとしたら、同様のことがあるかもし

れないということです。

時間がかなり押してまいりましたので、まとめ

させていただきますが、ある ITとして GISとい

うものを取り上げました。そしてそれと都市自治

体との関係を雑駁にざあっということですが、こ

のようなことがいえるといいますか、予測される

といいますか、仮説として考えられるということ

をまとめておきました。

1つはGIS形式のデータの可能性です。あくま

でもモデルだというふうに申し上げましたが、そ

のモデルとしての活用の追求、それはこれからだ

ろうということがlつあります。

それから 2番目にGISによっては業務のコンセ

プト自体は変わらないんじゃないか…特に都市計

画の場合を申し上げましたけれども…それによっ

て業務のコンセプト自体が変わるかというと、そ

うでもないんじゃないかということがlつです。

3番目は、じゃあ、全然影響を与えないのかと

いうと、そうじゃなくて、短期的な直接の影響は

あるだろうということで、定式的作業の自動化が

あります。これはコミュニケーションのあり方で

そのデジタル的なコミュニケーションは何が得意
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まとめ
あるIT'GISと都市自治体

• GIS形式のデータの可能性その追究はこれから

• GISnこよって」は、業務のコンセプト自体は変わ
らない

-短期的・直接的影響:定式的作業の自動化
ex.工事ロボットのコントロール‘建築確認申請の自動化、

交通の自動制御.単純な施漫配置計画の実用化.

-中長期的影響・行政マンの役割の変化
ー時期予ヲノヲラート的性格の必要性上昇

→その後、コーディネ-11的性格への要請高まる

かというところとも絡みますけれど、例えば工事

ロボットのコントロールだとか、建築確認申請の

自動化だとか、交通の自動制御だとか、あるいは

単純な施設配置計画の実用化だとか、そのような

比較的定式化された作業の自動化ということは行

なわれたということがあります。その一方でもう

一つは、中長期的影響として、こんなことが考え

られるんじゃないかということを申し上げておき

ますが、行政マンの役割の変化があるんじゃない

かということです。だけど当たり前のことが、今

まで正しいと思ったことも意識化されることに

よって何かおかしいんじゃないかということがあ

りますが、一時はこの GISというのは、実は

ちょっとハードなソフトっていいますか、難しい

ソフトなもんですから、そういうことが扱えると

いうことが非常に重要なことになりまして、テク

ノクラート…技術的官僚といいますか…比較的そ

ういうことが分かる行政マンということが期待さ

れて、そういうテクノクラート的性格の必要性が

上昇するかのように見えるということがあるかと

思います。しかしながら、こういう GIS、それか

らもっといえばlTを使いこなす市民がふえてく

る、あるいは行政ならでは当たり前になってく

る、そうした時には逆にはコーディネーター的な

性格といいますか、その情報を収集して簡単な処

理を行なうだけじゃなくて、情報を意味づけて何

らかのものに新たな価値を産むものにアレンジを

していく、そういうコーディネーター的な性格へ

の要請というのが今度は逆に高まってくる。そう

P.S.テクノロジーと社会的文脈

-当初の意図→社会的文脈の変化→意図
せざる使われ方:これがむしろ通常

ex.ラジオの商業放送化

ex.携帯電話の利用者

いう時代に入るんじゃないかというふうに考えて

おります。

非常に雑駁なお話で恐縮だ、ったんですが、最後

に1つ付け加えさせていただきますと、テクノロ

ジーと社会的分脈というのは非常に微妙な関係に

ありまして、大体何らかのテクノロジーが社会に

入っていく時は当初の意図というのは一応あるん

です。こういう意図で普及させようというのがあ

るんですけども、大体その後の社会的分脈の変化

によって、意図せざる使われ方ということがされ

る可能性があります。これがむしろ通常なんじゃ

ないかと思うくらいの方がいいんじゃないか。そ

ういうことが1つあります。例としてはラジオの

商業放送化というのがありますが、無線通信とい

うのは元々船舶の聞の通信、個と個の間の 1対1

の通信に利用しようと思って、始められたことな

んです。ところが、コマーシャルというものが発

明されたんです。いわゆる番組をつくって、その

番組に対してスポンサーを付けて、コマーシャル

を流すことによって、そのスポンサーからお金を

もらうという社会的な発明が行なわれたことに

よって、ブロードキャスティング、いわゆるマス

メディアとして置き換わってきたというような話

があります。これは明らかに社会的分脈の変化に

よって、無線通信、ラジオというものが全然当初

の意図とは全く違う使われ方をして通用するよう

になった例と思います。もっと卑近な例でいいま

すと、携帯電話です。ここ 7、8年かなり普及し

て、携帯電話はもはや2人に 1人以上です。私の
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ように今だに使わない人間というのは極めて例外

になってきまして、白い目で見られてはいません

けど…あんまり不自由も感じないですけど、そん

な話があります。携帯電話の利用者が明らかに変

化したというのは、コマーシャルを見てもらえば

分かります。コマーシャル・フィルムを見てもら

いますと、 7、8年前ですと、大体背広を着た男

性が車の中で携帯電話をして会社と連絡を取って

いるとか、あるいは社員同士が仕事の連絡を取っ

ているとか、そこに使われる役者もヤクルトの選

手…ヤクルトは今年日本ーになりましたけれど

も、その前に日本ーになったころ、ツバメ商事と

かいう設定で携帯電話のコマーシャルに出ていま

したが、ああいうビジネスマンの姿、それがブラ

ウシ管を賑わしていましたが、今や携帯電話でコ

マーシャルといえば、広末涼子に藤原紀香に後だ

れでしたつけ…浜崎あゆみとか、そういったとこ

ろが使われる状態になってきました。明らかに携

帯電話のターゲット、消費のターゲットが変わっ

たということの現れかと思います。

ということで雑駁なお話を申し上げましたが、

GISという非常に限定したテクノロジーですけれ

ども、そこを通して見ることによって、自治体と

いう組織に与える影響というものが何となく、そ

ういうテクノロジーが組織を動かす状況というの

が何となく現在、見えてきている。そういう状態

にあるということをお話いたしました。ごらんの

ように非常に限定された話題、それから非常に雑

駁なお話でして、私の全体の話としてはこれくら

いにさせていただきますが、この後はより豊富な

事例をもってお話いただける方、さらにはより大

きな視点、時間的にも空間的にも広い視野でお話

をいただける方、講師の方を揃えておりますの

で、是非2人の方のお話を楽しみにしていただけ

ればと思います。ということで前座を務めさせて

いただきました。どうもご清聴ありがとうござい

ました。

3. IT.企業・都市一内外の事例から

服部圭郎

皆様、こんにちは。三菱総合研究所の服部と申

します。本日は玉川先生と若林先生に挟まれて

私、若干気後れしないわけではないんですけれど

も、私、シンクタンクというところに勤めてお

り、非常にプラクテイカルなフィールドで研究を

していますので、そういう意味では学術的な話は

できないんですけれども、皆様のお仕事とかに何

がしか役に立つようなことができる話をしたいと

考えております。きょうお話するテーマは都市と

IT産業ということなんですけれども、特にIT産

業の中でもソフト系の産業と都市の関係について

話したいと考えています。 ITの中でもハード系

の産業とソフト系の産業があると思いますけれど

も、コンテンツ産業とか、インターネットのweb

のデザインというようなソフト絡みの産業と都市

の関係に関して話をしたいと考えております。こ

れは、このソフト系の IT産業というのは極めて

都市型の産業であるからです。都市的であるとい

うことがこの産業が立地して展開していく上での

優位性を発揮するということでして、そういうふ

うに考えると東京都は非常にそういう意味では競

争力を有しており、東京都の講演においてはソフ

ト系の IT産業に関して話すことが相応しいので

はないかと考えた次第です。

まず最初にその IT産業となぜ都市が関係ある

かということなんですけれども、そもそも産業と

地理的特性というのは関連があります。農業・漁

業といった第 1次産業はもちろん天然資源とか、

自然条件に左右されて、立地が決っていく。第2

次産業ですと、マイニングとしての鉱業というの

はもちろん資源が採れるところに発展していく、

夕張とか大牟田なんかはそうだと思いますし、イ

ンダストリーの方の工業は、これは港の立地と

か、そういう交通の便がいいところに発展してい

くというようなことがあります。第3次産業です

と、マーケットへの近接性ですね。都市部に多く

発展していくと思うのですけれど、それがやはり

マーケットへの近接性、アクセシビリティがいい

ところに発展する。そこで、 IT産業はそれでは

どういうことが求められるのかという話になりま

すけれども、この IT産業の、この地理的特性と

いうか、求める条件というのは、非常に人材志向
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であるというふうに考えられると思います。すな

わち人が条件であるということです。きょうは基

本的にはハード型の IT産業ではなく、ソフト型

のIT産業という話をさせていただきたいと思う

のですが、ソフト系のIT産業はあまり歴史がな

いんで、歴史のあるハード系の産業でいかに人材

が重要であるかというのをアメリカの事例で恐縮

ですけれども、説明させていただきたいと思いま

す。

アメリカのハード系の IT産業が発達したとい

うところは、東海岸のボストン郊外にあるルート

128とそれからカルフォルニアのサンフランシス

コの郊外というか、サンフランシスコの南にある

サンノゼを中心としたシリコンバレーというふう

にいわれています。実際ここら辺がハード系のIT

産業のリーディング地域であったというふうにい

えると思うんですけれども、ここら辺がなぜハー

ド系のIT産業が発展してきたかというのは、偶

然では全然なくて、ボストンでルート128という

のはハーバード大学とか、マサチューセッツ工科

大学とか、非常に優れた頭脳、 IT産業を育て

て、発展させていくだけの人材がいたわけです

ね。そして、大学があったというのと関係がある

んでしょうけれども、 IBMとかデルという非常

に先進的なコンビュータ一系の産業、企業が立地

していったというような背景があります。

もう 1つは西の方のシリコンパレーなんですけ

ど、シリコンバレーというのはスタンフォード大

学があります。スタンフォード大学の教授及び学

生とか、研究者がスピンオフしてつくられたスタ

ンフォード・リサーチ・パークというのがシリコ

ンバレーのそもそもの発祥というか、そこで生ま

れてきたというふうにもいえると思います。

ヒューレット・パッカード社とかマッキントッ

シュとかもそうですけれども、ここら辺で生まれ

て育って世界的な企業になっていったという経緯

があります。このようにハード型の IT産業とい

うのは、やはりそれでもある程度施設を必要とし

ますので、そういう意味で資本型の産業ではある

んですけれども、それでもこれだけ人材が要ると

いうことが重要なのです。

ここには書いてありませんが、アメリカにおい

て、これらに次いで 3番目にこのハード型の IT

産業が集積した地区といいますと、ノース・キャ

ロライナ州にあるリサーチ・トライアングル・

パークになると思います。ここにもやはりデュー

ク大学、ノース・キャロライナ州立大学、ノース・

キャロライナ大学といった、非常にトップレベル

の大学が集積しています。

このように大学を初めとした人材が集まる場所

においてハード系の IT産業が集積していき、競

争力がある地域になってきたということがあるん

ですけれども、このソフト系の IT産業はさらに

施設型ではないということで、本当に人材が勝

負、人材がその企業が発展していく上でも財産に

なりますので、さらに人が重要になるというよう

な特徴があると思います。ソフト系産業が必要と

する条件は人が何しろ決め手であるということが

lつあるのと、その人達をさらにはネットワーク

化していくということができるかどうかが競争力

を高めるためには必要であるということがいえる

と思います。それに成功したアメリカの2都市が

ありまして、それが今日お話をする内容でもあり

ますが、サンフランシスコのマルチメディア・

ガルチという地域と、もう 1つはニューヨークの

シリコンアレーという地域です。この2つは90年

代後半からソフト系のIT産業が立地してきまし

て、ほかのアメリカの都市などと比べても逢かに

そういう企業が集積していった地域です。

まず最初にサンフランシスコのマルチメディ

ア・ガルチに関して説明させていただきたいと思

います。ここは、アメリカだけでなく世界のソフト

系のIT産業のキャピタルであるというふうに捉

えられています。そのソフト系のIT企業の人口あ

たり企業数というのが、これはサンフランシスコ

市でアメリカの通常の平均の2.5倍であるという

ことですので、マルチメディア・ガルチに限れ

ば、マルチメディア・ガルチというのはサンフラ

ンシスコのソーマ地域のことを指すのですが、蓬

かにまたこの IT企業の人口あたり企業数が高く

なるということで、非常にマルチメディア企業が

集積しているところです。 94年・ 98年のマルチメ
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ディア・ソフト系の IT企業の企業数の増加率は

52%、3万5000人がソフト系のIT企業に就業して

いるという状況です。サンフランシスコは人口が

76万ぐらいですので、この就業者の数字とかを東

京都と比較しますと小さいように思われるかもし

れませんけど、 70万人のうち、 3万5000人という

と大体 5%近くがソフト系 IT企業に就業してい

ます。そういう状況です。

これがサンフランシスコ市の地図(図 1参照)

です。ここにダウンタウンのメインストリートで

あるマーケット・ストリートという通りが走って

いますが、このマーケット・ストリートの南の地

区、サウス・オブ・マーケット、これを略して

ソーマと呼ばれるところがあるのですが、この

ソーマ地区がほぼマルチメディア・ガルチという

ふうに捉えていいと思います。この地図ちょっと

見にくくて恐縮ですけれども、この点々は、この

マルチメディア企業が立地しているところです。

必ずしもこのマルチメディア・ガルチに集中して

立地しているわけではないのですが、非常にこの

地区において密度が濃く企業が立地しているとい

うことが分かると思います。

これは若干クローズアップした地図(図2参

照)ですけれど、ここが私が先ほどいったマー

ケット・ストリートです。そしてこのサウス・オ

ブ・マーケットというところはマーケット・スト

リートの南の地区にあたるのですが、ここは実は

8年ぐらい前に、地球の歩き方という観光ガイド

でサンフランシスコにおいても最も危ない地域と

④ 

図1 サンフランシスコのIT企業立地箇所

書かれていたりした場所です。私は、専門が一

応、都市計画なんで、そんなこともいってられな

いんで、その当時サンフランシスコの隣町に住ん

でいましたので、ここの地域もよく歩いたりした

んですけれども、浮浪者とか麻薬中毒者、ジャン

キーの人たちもいたりして、歩いていると殺気を

感じるというか、緊張感を覚えるような地域だ、っ

たのを覚えております。
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これは昨年撮った写真なんですけれども、それ

が非常に様変わりしている(図3参照)。これが

マルチメディア・ガルチの中心にあるサウスパー

クという公園なんですけれども、状況が非常に変

わっているのが分かると思います。ここら辺は実

はサンフランシスコがまちとしてできた1850年ぐ

らい前後においては、高級住宅地だったんです

ね。サンフランシスコは丘が急で有名なのですけ

れども、 Eの上が今、高級住宅地になってるんで

す。丘が住宅地として開発される前は、ここが金

持ちの方が住んでいたというところなんですけれ

ども、丘の住宅地開発が進んだことによって、こ

こから金持ちの人が皆、 Eの方に引っ越したん

で、だんだんとこが低所得者の人が住むように

なって、その後スラム化していったというような

地域でございます。またこのサウスパークを中心

とした地域は、これも去年撮った最近の写真なん

ですけど(図4参照)、あまり住宅地として使わ

れなくなったので、倉庫衡になったんです。そう

いう意味ではあまり人が来るような地域ではない

という感じでした。これはまだ少し前の名残が

残ってたりもするんですけれども、こんなような

地域でした。こういう地域に95年あたりから、 IT

系の企業がどんどん進出し始めていったという

ことで、 1990年ごろから10年たったら非常に様変

わりしたというおもしろい場所です。今ではここ

ら辺でIT企業が立地してビジネス地区として変

貌を遂げたことや、サンフランシスコ市というの

はご存知の方もいらっしゃると思いますけど、非

常に都市計画がしっかりしている都市でして、こ

図4

こでミッションベイという非常に大規模な開発も

展開中です。サンフランシスコ・ジャイアンツと

いう大リーグの球団があるんですけど、前はサン

フランシスコ市の南の方にあった、キャンドル・

スティックという球場をまさにマルチメディア・

ガルチの南のところに移転させました。移転した

のがことしの4月だ、ったと思います。このジャイ

アンツ球場をここに持ってきておりまして、今ま

では本当にファミリ一層なんか全然来なかったよ

うな地域なんですけど、今ではそういう意味では

非常に都心再生というか、まさにこの都心のスラ

ム地域を再生しているというような状況になって

います。

もうちょっとソーマ地区の写真等を見ていただ

きたいと思います。マルチメディア企業が今でこ

そ非常に多いのですけれど、この地区は昔は倉庫

街だ、ったりしたんで、あまり企業が入らなくて、

あまりお金がない建築事務所とか、ランドスケー

プ事務所が主にここでオフィスを構えていた(図

5参照)。サウスパークなんかにあるガーデンス

トアなどはそういう名残でありまして、こういう

のがまだ、残っているということですが、だんだん

IT系の企業が立地してきています。これはまさ

にマルチメディア・ガルチの心臓、サウスパーク

にある非常にお酒落なカフェ(図6参照)とかい

うことで、そういうことで IT系の企業が立地す

ることによって、この IT系の企業をサポートす

るレストラン、それからキンコーズのようなオ

フィス業務の代行するようなサービスとか、そう

いう産業、サービス系のテナントもどんどんふえ

図5
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てきているということで、ずいぶんまちの様相が

変わってきています。これはサウスパーク沿いに

あるオフィスピルです(図7参照)。ここら辺は

そもそも住宅を改装してオフィスビルに転用して

います。これはサウスパークを一歩入つての倉庫

街、昔の倉庫街の風情を今でも残しているような

ところなんですが(図8参照)、ただ実はこのビ

ルも看板を見ると、ここにドットコムと書いてい

るのが分かります。ここも見かけは倉庫なんです

図6

図7

表 1

けれども実際ここに入っている会社は IT系の企

業であるということが、こういう看板からも分か

ると思います。

ソーマ地区、サウス・オブ・マーケット地区に

どれぐらいマルチメディア企業が立地して集積し

ているのかということに関して説明しますと(表

1参照)、マルチメディア・コンテンツ系の企業

はインターネットの webデザインとかのマルチ

メディアを応用した、業務をする企業は7割近く

がサウス・オブ・マーケットに位置している。そ

して、サポート業務系の企業が55.2%。全体では

6割近くがもうサウス・オブ・マーケットという

非常に限られた地理的範囲のところに立地してい

るというような状況です。

次にこのようになぜソーマ地区及びサンフラン

シスコにおいて、こういうソフト系 IT産業が立

地することができたのか、その成功した要因みた

いなものを私が関係者に取材した結果と文献調査

などからまとめたものです(図 9参照)。

図8

マルチ系メ企デ、業ィア・コン
テンツ

マルネチメ卜デ等ィ)ア系の務応の用企(イ業ンターッ 業
サポート業務系の企業 合計

サウス・オブ・マーケット 40.5 69. 7 55.2 49.4 

ダウンタウン・シビック・
22.6 25.2 37.3 27. 1 センター

ミッション・ノイ・バレー 13 1.7 3.5 8.5 

マリナ・フェルモア 10.3 O 0.5 4.1 

ウノーンスピーチ・チャイナタ
5.9 2.5 1.5 4. 1 

その他 7.6 0.8 2 5 
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図9

5つ挙げておりまして、 1つは、シリコンバ

レーというハード系 LT産業の非常に集積した地

区が近接していたことです。シリコンバレーは車

で大体1時間ぐらいのところにあるのですが、こ

のような既存のハード型 LT産業の集積があった

ということが 1点。それから人材の集積。やはり

このソフト系 IT産業を支える上での人材が非常

に集積していたということが2点目。そして、都

市型産業がすでに集積していたこと。あとでまた

説明させていただきますが、都市型産業が集積し

ているということが、このソフト系の IT産業に

とっては、特に従業員にとって、効率よく仕事を

こなす上で重要であります。この都市型産業がサ

ンフランシスコにおいて、集積していたことがや

はり成功した要因の 1つである。次はあまり指摘

されていないことなんですけれども、サンフラン

シスコというのは非常に「自由」な都市風土とい

うか、伝統とか、伝統的な価値観とかをあえて否

定するような、カウンター・カルチャー的な、そ

ういう風土があり、私も 3年間サンフランシスコ

のそばに住んでいて、それは本当に身をもって感

じていました。このサンフランシスコのまちの雰

囲気というか、この都市的な風土、そういうもの

が実はソフト系の IT産業、マルチメディア産業

とか、コンテンツ型の産業を発展させていく上

で、非常に重要な役割を果たしたのではないかと

いうふうに考えております。最後は、集積が集積

を呼ぶスパイラル効果ということです。ソフト系

IT産業というのは、アウトソーシングとか、従

来の縦割り型ではなくて、横のネットワークが非

常に重要であります。効率的に業務を進めていく

上では横のネットワークが極めて重要になるので

すが、そのためには集積をしていきます。集積は

集積すればするほど、これはポジティブな効果が

出るということで、一度そういうようなソフト系

LT産業が集まり始めると、これは集まっていな

いところなどに比べると優位性を持っていきま

す。これはサンフランシスコ市だけにいえること

ではないんですけれども、サンフランシスコにお

いてほかの都市に比べて速く集積が進んだこと

が、より差別化する優位性を持たせたのではない

かと思われます。

次に今の 5つのことをもうちょっと詳しく説明

させていただきます。まずシリコンバレーに近接

したことということなんですけど、シリコンバ

レーというのはハード型の IT産業がずいぶん立

地しており、家賃とかテナントフィーとかずいぶ

ん高くなってしまったので、サンフランシスコの

ソーマ地区、サンフランシスコというのはそもそ

も家賃とかオフィステナント代とか、オフィスの

賃料とか高いんですけれども、ソーマ地区はスラ

ムであったということと、ほとんど倉庫街であっ

たということから、低家賃であったということ

で、こちらに移転してきます。そして、人材が確

保しやすかったということでシリコンバレーから

実際こちらへ企業がある程度移動してきたという

ことが1つあります。

これらに加えて、シリコンパレーのベンチャー・

キャピタルというのは、非常にお金があり、お金

持ちがいっぱいいるんですけど、ここら辺のキャ

ピタルがお金を投資する先を探していて、ここの

マルチメディア企業、サンフランシスコに生まれ

つつあったマルチメディア企業にどんどんお金を

投資したエンジェルとしての役割を果たしたとい

うことが、マルチメディア産業がサンフランシス

コにおいて大きく育っていった理由の 1つではな

いかということを指摘する人がいます。すなわち

マルチメディア産業に肥料を与えて耕していく役
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割というのをシリコンパレーの企業とそれから資

本が担ったということがいえると思います。

次は人材の集積なんですけれども、サンフラン

シスコは芸術大学とか、芸術系の専門学校、それ

から情報産業への継続した支援をしてきた。サン

フランシスコ市は芸術とか情報産業を非常にサ

ポートする政策を取り続けてきた都市でして、そ

ういう意味ではマルチメデ、イア産業を支える豊富

な人材が育ち、存在していたというようなことが

1つあります。また、サンフランシスコ市内にも

カリフォルニア大学サンフランシスコ校というの

があるんですけれども、周辺にもスタンフォード

大学とか、カリフォルニア大学のパークレイ校と

かがあり、周辺に豊富な人材を輩出し、そのよう

な人材を育てるアカデミックな機関があったとい

うことが、結果的にサンフランシスコにおいてコ

ンテンツ系 IT産業を育てる重要な要因になった

のではないかと考えます。

もう 1つは都市型産業の集積なんですけれど

も、ソフト系 IT産業で働く人たちのワークスタ

イルというのは、相当ある意味でワーカホリック

なんです。 9to 5で働くというようなスタイル

ではなくて、いい加減といえば、いい加減なんで

す。いい加減なんだけれどよく働くということ

で、これは実は日本人、日本のビジネスマンに比

べると、実はそれでもあまり働かないんじゃない

かなと、取材してd思ったりしたんですけれども、

実際サンフランシスコのソフト系 IT企業で働い

ている人たちは、 10時ぐらいまで働いたりしてい

るんですね。夜の10時まで働くというのはアメリ

カ人にとっては信じられないというところもあっ

たりして、実際働いている人たちも働き過ぎだと

いうようなことを吐露してたりしてて、ちょっと

こんなに働いていてていいのだろうか、というよ

うなことを言ったりしている人もいます。日本人

だと非常に長時間働く人が多いと思いますので、

それに比べると、本当にそれほどワーカホリック

かというのは、疑問を感じないわけではないです

けれども、アメリカ的にいえば相当働くというこ

とがあると思います。相当働くためにはやはり、

24時間やっているレストランとか、キンコーズと

か、そういうコピーセンターとか、そういうもの

がある程度周辺にないとなかなかやっていけない

ということがあります。そのような都市型産業

が、サンフランシスコというのはニューヨーク市

について人口密度が高いという乙ともありまし

て、そういうサービスがほかの都市に比べると遥

かに充実している。その点がこういうハードな

ワークスタイルをサポートできたというようなこ

とを指摘する人が取材などでも多く出てきまし

た。

もう 1つ、これは先ほどの 5つではなくて、

ちょっと補足的なんですけど、ソーマ地区におい

ては低家賃倉庫が存在していた。ソフト系 IT産

業は立ち上げる時というのは、お金がないわけで

すから、低家賃のオフィスを確保しなくてはいけ

ないということで、ソーマ地区においてはそうい

う意味でこの低家賃の倉庫がいっぱいあって、低

価格でその立ち上げの企業が借りられ、しかも、

これは倉庫ですから、広くて自由な空間なんです

ね。通常のオフィスの単価に比べて、自由で柔軟

性があって、しかも広い空間が確保できたという

点が、サンフランシスコの差別化できる要因の l

つだと、考えられると思います。

次に先ほどいいましたサンフランシスコの「自

由」な都市風土なんですけれども、このソフト系

IT産業というのは人々、人材が重要であるとい

うことはもちろんなんですけど、その優れた人材

に創造性を発揮させ、クリエイティビティを持た

せて、何かモノをつくらせないといけないわけで

すから、この創造性を発揮させることが重要にな

ります。しかし、この創造性を発揮させるという

のは、非常に難しいことです。そのような中、サ

ンフランシスコというのは創造性を刺激する都市

で、非常にカウンター・カルチャー的なところで

あります。 50年以降も例えばビート・ジェネレー

ションに代表されるカウンター・カルチャーの本

拠地であったこととか、ヘイト地区というのがあ

るんですけど、そこでヒッピ一文化が発生したと

か、後、ベトナム戦争の反戦運動もこの地、サン

フランシスコの隣のパークレイ市で起きたとか、

アメリカで最大のゲイ・コミュニティがあるとい
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うことで、非常に旧来の慣習とか価値観にとらわ

れない考え方を刺激するというところがありまし

て、良しも悪しくもそういうような特徴がクリエ

イティブな人々に刺激を与えるということは実は

あるんじゃないかと。それがやはりソフト系 IT

産業の webデザインとか、そういうものをつく

るとか、新しいソフトをつくる上では非常に重要

な役割を果たしたのではないかと私は考えます。

私が取材をしたある ITエンジニアは、インド系

イギリス人の方で、博士号を持っていて、非常に

優秀な方ですが、この人がなぜイギリスのロンド

ンじゃなくて、このサンフランシスコのソフト系

の IT企業で働いていたかということの理由とし

て、こういう IT系企業で働く就業者というの

は、自由なライフスタイル、ワークスタイルを求

めていることを挙げていました。この人は本当に

学歴的には非常に立派な方なんですけど、格好は

変なんですね。「私のような変な格好をしている

とロンドンではそれだけで判断されてしまう」、

「ただサンフランシスコというのは、そういうよ

うな変な格好をしても受け入れる」、「それなりの

ポストも与えてくれる」ということが、クリヱイ

ティブな仕事をする人を引きつける力となってい

るのではないだろうかと、思ったりしておりま

す。

あと、集積が集積を呼ぶということなんですけ

れども、ソフト系 IT企業というのは共同して業

務を行なう。アウトソーシングも多い。そもそ

も、全般的に非常に小さい会社が多いんです。す

ると 1社だけで仕事をこなすことはできないの

で、どうしてもほかの企業とか、フリーランスの

人と手を組んでやらないといけないということも

ありますので、アウトソーシングも多い。した

がって集積するメリット、ネットワークがある狭

い範囲で組めるということが、そのようなメリッ

トを発揮できるということで、集積がさらに集積

を呼んで、サンフランシスコにおいての大きなソ

フト系 IT産業が高度に集積したと考えられま

す。

次にじゃあ、マルチメディア・ガルチにおいて

課題は何なのかということなんですけれども、非

常にそういう意味でソフト系 IT産業が集積した

ことによって、実は今人材が不足しているという

のが問題となっています。先ほど人材がここにソ

フト系 IT産業・企業が集積した理由であるいう

ふうに述べたので矛盾してしまうのですが、進出

する企業が多くなりすぎて、このような事態に

なってしまっています。特にプログラマーを初め

とするような技術者が不足しており、どういうこ

とをやって対応しているかというと、 1年前に取

材をした時点においては、インドからとか、そう

いう情報系に強い教育を受けている移民をどんど

ん出稼ぎとして雇っているということです。私が

取材したある教育コンテンツを製作する企業にお

いても、 35人のプログラマーがいるんですけど、

そのうち10人がインド人でした。インド人の方は

英語がしゃべれますので、コミュニケーションに

はあまり問題がないということもあります。イン

ドからアメリカに来て、大体5年から10年ほどプ

ログラマーの仕事をすると一生インドだ、ったら食

べていけるというような感じなんです。そのよう

な人達がこの人材不足を補っているという状況で

す。カリフォルニア州なんかでもそういう意味で

移民法を改善しなくてはいけないというような論

議もされていまして、そういう意味でこのIT産業

を支えていく上で人材をすでに海外からも求めて

いるというような状況になっています。

もう 1つ、このプログラマーの多くは男性であ

るというような特徴もありまして、先ほどいった

35人の技術者のうち女性は2名しかいないという

ことです。そういう意味では男性が非常に多い職

種であるというのが、若干私にとって驚きでし

た。私が取材したプログラマーはたまたま女性

だったのですが(図10参照)、パックグラウンド

がまた工学系、理系ではなくてアメリカ史を専攻

しているということで、これは取材して驚いたの

ですけれども、実際このようにアメリカ史とか、

通常プログラマーの人が教育を受ける分野ではな

い専攻の人が多いそうです。というのは、乙れは

非常にプログラムを組むのがルーチン化している

というか、もうパッケージ化しているわけで、む

しろデザインセンスとか、そういうものが問われ
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図10

るということで、文系の出身でのプログラマーが

多いというのが、この新しいソフト系 IT産業の

特徴の 1つなのではないかというふうに考えま

す。

以上サンフランシスコに関して、話をさせてい

ただきました。サンフランシスコに関して特徴的

なのは、やはり先ほども申しましたけれども、 10

年前、このソーマ地区を歩いたら、非常に荒涼と

しているというか、歩いてて緊張感を覚えるとい

うか、殺気を覚えるというような地域だ、ったんで

すけど、高々10年でこれだけ変貌したということ

です。この変貌する上でのトリガーというか、引

き金がソフト系 IT産業が集積していったという

ことです。もう 1つは都市計画的に、そのような

スラム地区において、球場をつくるとか、後はラ

イトレールもこのソーマ地区において新しく整備

しているのですけど、市の方でも投資をして、資

本整備、社会資本整備をしていったいうところ

が、このサンフランシスコのソーマ地区を10年と

いう短い期間で大きく変えていった要因ではない

かと思います。そういう意味で東京には、アメリ

カで見られるような都心のスラム地区というの

は、ほとんどないと思われますけれども、若干そ

ういうふうに表退している地域においては、この

サンフランシスコの成功というのは参考になる点

もあるのではないかと考えます。

次にもうlつの事例として、ニューヨークのシ

リコンアレーに関して説明したいと思います。

ニューヨークのシリコンアレーというのは、アメ

リカにおいてはサンフランシスコについでソフト

系 IT産業が集積している地区です。ニューヨー

ク、サンフランシスコと来ますと、非常にこれら

都市は特徴があると思うんですけど、それは人口

密度がアメリカの都市においては極めて高いとい

うことです。もう 1つはそういう人口密度が高い

ということと関連があるんですけれども、自動車

がなくて生活できるおそらく唯2の都市だと思う

んです。ニューヨークなんかはサンフランシスコ

に比べてさらに自動車が要らないと思うのです

が、サンフランシスコも自動車がなくても生活で

きる非常にアメリカにおいて珍しい都市であると

いうところがあると思います。そういう意味でこ

のソフト系IT産業が集積していく都市というの

は、非常にアーバンというか都市的であるという

ことが、この 2つの事例からも分かると思いま

す。ちょっと前ふりが長くなってしましましたけ

ど、それではニューヨークのシリコンアレーに関

して説明したいと思います。

シリコンアレーというのは地理的定義には様々

なものがありまして、特にこれがシリコンアレー

であるという定義はないのです。例えばニュー

ヨークのニューメディア協会などは、このフォー

ティ・セカンド・ストリートの南側は、もうこれ

はシリコンアレーであるというふうにいっており

ます。ニューヨークのフォーティ・セカンド・ス

トリートというのはほとんどマンハッタン島の半

分ぐらいのところに走っていますので、ほとんど

マンハッタン島の南半分が全部シリコシアレーに

なってしまいます。ここに星が2つあるんですけ

ど(図11参照)、フラット・アイアン・ディスト

リクトというところがここにブロードウェイが

走っていまして、このブロードウェイとフォー

ティ・ストリートの交差点のそばと、もう 1つは

このソーホー。これはサウス・オブ・ヒュースト

ンの略なんですけど、ヒューストン通りの南側と

いうことで、ソーホー・ディストリクトというの

があるんですけど、この 2つの地区がそもそも

ニューヨークにおいてソフト系 IT産業が進出と

いうか、ここら辺でそういう産業が立地し始めた

地区ということなんです。そういう意味でシリコ

ンアレーのオリジンというか、源はこの2つの地
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区なんですけれども、現在多くのソフト系 IT産

業が集積しているのはここら辺の、昔ウオール・

ストリートがあって、フィナンシャル・ディスト

リクトと呼ばれている地域です。

ニューヨークのシリコンアレーとサンフランシ

スコのマルチメディア・ガルチの大きな違いは、

サンフランシスコはどちらかというと、非常に自

然発生的にできたということがあります。サンフ

ランシスコでも市の方もある程度このソフト系IT

産業が集積してからは、そういう新しい産業をサ

ポートするような政策を打ち出したのですけれど

も、それはどちらかというと結果論でして、

ニューヨークにおいては、ソフト系 IT企業が立

地する以前から非常に戦略的にこういうマルチメ

ディア系の産業を集積させて、立地させていこう

というふうに考えていました。そこら辺が大きな

違いであるということを認識していただければと

思います。そういう意味でシリコンアレーという

のはソフト系 IT企業とはそもそも非常に縁がな

い地域です。先ほども申しましたように、ここは

フィナンシャル・ディストリクトと呼ばれた金融

街が元だ、ったわけです。この地区はウオール・ス

トリートがあり、アメリカを代表する金融街だ、つ

たのですけど、 87年の株の大暴落で状況が大きく

変化して、ずいぶん銀行とか証券会社等も潰れ

て、このウオール・ストリートの周辺では25%の

テナントビルが空き室になってしまいました。そ

ういう意味でフィナンシャル・ディストリクトに

おいて、これだけ空きテナントビルが出たという

ことで、官民が協力しながら、政策的にここら辺

を再生しようと考えた結果が、今のニューヨーク

のシリコンアレーを形成させる 1つの背景、要因

だ、ったのです。

じゃあ、具体的にどういうことを始めたかとい

いますと、この地区を再活性化するために、ロー

ワー・マンハッタン計画を市、そしてニューヨー

ク州も関与して策定しました。その計画の目標な

んですけど、従来は金融業一色だ、ったこの地域

を、多様化した産業を立地・集積させて、また住

宅も提供しようとしたのです。特に当時ニュー

ヨークはこれからニューヨークが目指すターゲッ

トとする産業として、観光とマルチメディア産業

というのを掲げていたんですけれども、ここはマ

ルチメディア産業を集積させていこうというふう

に考えました。

そのためにただ目標を掲げただけでは、実際マ

ルチメディア産業は集積しないので、 3つの付加

価値をこの地区に付けるということを計画したん

です。その3つの付加価値というのが1つはコス

ト競争力ということで、この地区においては、

ミッド・タウンとか、ニューヨーク市のほかのエ

リアより安くオフィス・スペースを供給しようと

考えました。もう 1つは情報基盤をしっかり整備

することです。この地区は、ウオール街なんで、

実は既に金融系の企業は入っていたので、高度な

情報基盤がすでにピル内に整備されていたので

す。古くなってしまって、空き室が多いようなビ

ルにも情報ネットワークを整備することによっ

て、この地区は非常に情報基盤が充実していると

いう付加価値を付けることができました。もう 1

つはコミュニティで、これはフィナンシャル・

ディストリクトが、非常に華やかなりし頃は、こ

の地区にはほとんど住宅がなかったということ

で、コミュニティもなかったんですけれども、
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ニューヨーク市の特徴である多様で刺激的なコ

ミュニティをここでもつくっていこうということ

で、低価格住宅を供給することによって、コミュ

ニティの強化を図るということをしました。

この3つの付加価値を実際、戦略として展開す

るために、ダウンタウン・ニューヨーク連合とい

うものを、ダウンタウン・ニューヨーク・アライ

アンスというんですけど、こういう組織が中心と

なって、乙の役割を担うことになりました。この

ダウンタウン・ニューヨーク連合がそういう意味

で非常にこのシリコンアレーを、今のソフト系IT

産業のメッカにすることに貢献したんですけど、

この組織はどういう組織かといいますと、 1995年

の1月に設立したニューヨーク最大のBIDです。

BIDというのはBusinessImprovement Districtの略

で、ビジネス・インブルーブメント・ディストリ

クトはどういうものかといいますと、ある定めら

れた地区において、必要とするような費用を地区

内から徴収する特別税みたいなもので負担するこ

とです。負担をする代わりにそこで得た税金はそ

の地区に還元するというものです。一種の自治体

特別区みたいなものを設けて、その特別区におい

ては、ある程度税金みたいなものを徴収する代わ

りに、その税金はその徴収した地区において還元

されるというようなものです。このBIDというの

はニューヨークには40個ぐらいあるんですけど、

その中でもここが収入的には最大のBIDです。こ

のビジネス・インプルーブメント・ディストリク

トが、すなわちシリコンアレーというふうに考え

ていいと思うんですけれども、このシリコンア

レーという地区を指定して、そこのビルのオー

ナーとか、商業地の所有者から徴税、お金を取る

ことによって、そのお金を資本として、情報基盤

整備を行なうとか、住宅を供給するとか、そうい

うようなことを行なったわけです。特にこのビジ

ネス・インプループメント・ディストリクトの中

にもさらにインフォーメーション・テクノロジ一

地区をさらに設けて、そこは完壁な情報基盤整備

が整ったコミュニティをつくろうというようなこ

とを行ないました。もう 1つは「プラグ・アンド・

ゴー」というプログラムを実践することによっ

て、このシリコンアレーの付加価値を高めたので

す。その成果としては、ダウンタウン・ニュー

ヨーク連合は、 1996年から昨年までで、 450の新

しいソフト系 IT企業の誘致に成功しています。

後もう 1つは700以上の IT企業がローワー・マン

ハッタンに立地していきました。そして、「プラ

グ・アンド・ゴー」のプログラムだけでも、 2100

の雇用を創出しています。

「プラグ・アンド・ゴー」のプログラムという

のは、どういうプログラムかといいますと、これ

は基本的にはこのソフト系 IT企業がオフィスビ

ルに入居する際に、通常ですと、オフィスに入っ

た後に、この情報ネットワークとかを整備しなく

てはならないのですが、このソフト系 IT産業と

いうのは、スピードが重要ですので、オフィスに

入った後から、そういう情報ネットワークとかを

整備していると、そういう意味でロスが大きい。

「フ。ラグ・アンド・ゴー」プログラムというの

は、プラグしたら、すぐにそのまま仕事ができる

ということで、このシリコンアレーのビルにおい

ては、もうすでに情報基盤、情報ネットワークが

整備されていて、新しい企業がそのオフィスに

入った時点において、すぐインターネットとか、

そういう環境は、もうすぐ使えるようになるとい

うオフィスビルを整備していくというようなプロ

グラムです。これが非常にうまくいったというこ

とで、 fプラグ・アンド・ゴー」のプログラムだ

けでも大体2100の雇用を創出できるだけの企業が

誘致できました。そういう意味では今まで、この

ダウンタウン・アライアンスが入ってくるまで

は、この地区はアフオーダブルと、格安であると

いうところが1つのセールスポイントだ、ったんで

すが、今ではディザイアブルということで、価格

的に好条件であるというのではなくて、そこに好

んでオフィスを構えたいというような地区に変

わっていったということです。

ちょっとシリコンアレーはどういうところかと

いうのをお見せしたいと思います。これがマルチ

メディア先進地区のシリコンアレーです(図12参

照)。これは看板がなければ実はシリコンアレー

というふうには分からないんですけど、この看板
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図14

があるんで、ここはシリコンアレーであるという

ことが分かると思います。これはシリコンアレー

の中心地、中心街であるブロードウェイ(図13参

照)、これはウオール街周辺にもレストランなど

多く立地するようになっているということで、こ

れはこういうようなレストランとか、 24時間営業

の!吉舗、コンビニエンス・ストアみたいなものが

徐々に立地するようになってきているということ

です(図14参照)。こういう庄はあまり多くなかっ

図15

図16

図17

たんですが、ここ最近ふえています。これが「フ。

ラグ・アンド・ゴー」プログラムでリノベーショ

ンが現在進行中のブロードウェイのビルです(図

15参照)。古いビルなんですけれども、テナント

が入る前にすでに情報基盤を整備をしていくとい

うようなプログラムでして、こういう風に古いビ

ルをリノベーション中であるということです。こ

れは今お見せしたビルの内部です(図16参照)。こ

れも同じような「プラグ・アンド・ゴーJプログ
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ラムに指定されたビルです(図17参照)。ジョー

ン・ストリートの90番地にあって、これはちょっ

と取材したら、非常にうまくいっているというこ

とで、ビルの写真を撮ったのですが、見てわかる

ように非常に古いピルなんです。古いビルなんで

すけれども情報基盤とか、そういうところは非常

に最先端のものが整備されているということで

す。これは金融系のテナントが抜けた後、マルチ

メディア企業がそれを埋めるように入っているシ

リコンアレーのオフィスビルです(図18参照)、こ

れは見ての通り、非常にウオール街のオフィスビ

ルぽいような風貌のものなんです。昔は金融系の

証券会社とか、銀行みたいなものが入っていたん

ですが、今ここら辺はほとんどマルチメディア企

業が入っているということで、外見は変わってい

ないんですけど、中のテナン卜は様変わりしてい

るのです。これはリノベーションがされているス

ペース、貸しオフィスです。

以上ちょっとニューヨークのシリコンアレーに

関して説明させていただいたんですけど、じゃ

あ、マルチメディア産業がこのニューヨークにお

いて、なぜ育っていったかという理由を3つほど

私なりに整理させていただきたいと思います。先

ほどニューヨーク市の方は非常に政策的にここの

ローワー・マンハッタシにおいてマルチメディア

産業を立地させていったことが非常に大きな理由

であるというふうに述べたのですが、それ以外に

もやはりニューヨーク市の持つ魅力みたいなもの

がマルチメディア産業をこれだけ集積させた大き

な要因であるというふうに考えます。

1つはマルチメディア産業と関連性の高い広

告・印刷・金融・出版業がすでにあったというこ

とです。もう 1つは世界的に見ても才能を集める

力を有する魅力的な都市であるということ。そし

て、仕事中心のワークスタイルをサポートする都

市型産業が充実していたということが挙げられる

と思います。

簡単にこれらに関して説明させていただきま

す。マルチメデ、ィア産業と関連性の高い広告・印

刷・金融・出版業がすでにニューヨーク市に集積

していたということは、非常に大きな要因の 1つ

だと思います。というのは、まずこの広告・印刷・

出版というのは新しく誕生したソフト系 IT産業

に仕事を出すという意味で、クライアン卜として

機能したということがあります。もう 1つは金融

機関で働く、金融業もある意味では、そのイン

ターネット・バンキングとか、そういう意味でク

ライアントとしても機能したということもあると

思いますけど、金融業に関しては人材プールとし

て、プログラマーとかをこの新しい産業に提供す

る役割もあった。すなわち、これら既存の産業と

いうのが、新しい産業で働く人材プールとして機

能したということと、クライアントとしての役割

を果たしたということがニューヨークにおいては

非常にこのソフト系 IT産業が成長していく上で

有利に働いたということがいえると思います。

次に、世界的に見ても才能を集める力が強烈

な、魅力的な都市であるということですが、

ニューヨークというのは非常にこのいいイメージ

を持っているところで、やはり乙う新しい時代を

っくりだすというか、時代を切り聞いていくよう

な、そういうポテンシャル、力があるのではない

か、エネルギーがあるのではないか、という印象

を持たれております。そういう意味でチャレンジ

ングな人がニューヨークで自分を試したいという

ふうに考える人が多いと思うんですけど、ソフト

系 IT産業が集積する上でニューヨークはそうい

う意味で象徴的であったということ。加えて、
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ニューヨークは人口あたり芸術家が最も多く住ん

でいるアメリカの都市といわれています。そして

政策的にも芸術家をサポートしている。芸術家を

大切にしてきた都市であるということが、ソフト

系 IT産業のようにクリエイティブな人材を必要

とする産業が成功する上で重要な要件になったの

ではないかなと思います。また、先ほどの人材と

重複するのですが、ニューヨークの最大の財産と

いうことで、これはニューヨークのニューメディ

ア協会が2001年に実施したアンケート調査結果で

す(図19参照)。これは、ソフト系 IT企業の経営

者に対して実施したアンケート調査ですけれど

も、何がニューヨークにおいて重要であるかと、

ニューヨークの魅力はどこかというようなアン

ケートの回答としては、やはり人材確保が容易で

あるということが最も高く挙げられています。人

材確保が非常に重要であって、乙のニューヨーク・

ニューメディア協会のレポートの結果もニュー

ヨークの最大の強みは人材であるというふうに書

いであることから、このニューヨークという都市

が非常にソフト系 IT企業にとって必要とする人

材を引きつける魅力があるということが、やはり

ニューヨークにおいてこういう企業が集積して

いった大きな要因なのではないかというふうに思

われます。

次は、サンフランシスコ市と同じですが、仕事

中心のワークスタイルをサポートする都市型産業

が充実しているということで、ワーカホリックな

従業員にいかに快適に業務に没頭してもらうかと

いうことが、ソフト系 IT企業の経営者が頭を悩

ますことなんですけれども、そのために多くのビ

ジネス・コンビニとか、 24時間営業のレストラン

というのが周辺にあるということが非常に重要で

あるということです。そういうものがニューヨー

クにおいては既にあった。さらに現在はこういう

レストランとか増えているということなんですけ

れども、そういうのがどんどん増えていくような

環境があるということがニューヨークがほかの都

市と違って、こういう IT産業が集積していった

要因なのではとも考えられます。

以上で、ざっとサンフランシスコとニューヨー

クというソフト系 IT企業が先進的に集積してき

た地域を概観しましたが、アメリカにおいてこの

2都市以外にもソフト系 IT企業が集積し始めて

いる地域があります。これはシリコンアレーとマ

ルチメディア・ガルチに比べると小規模ですが、

シアトルのシリコン・フォレストとか、ロスアン

ジェルスにデジタル・コースト、オースチンのシ

リコン・ヒルズ、ボストンのルート128です。

ルート128は先ほどお話ししたようにハード系の

IT産業はすでに集積している地区なんです。あ

と、ワシントンDCのシリコン・ドミニオンとい

うような集積地地域も出つつあります。これらの

地域は既存産業とインターネット関連との聞にシ

ナジー効果を見いだしつつ、集積している。ロス

アンジェルスなんかですと、映画と組む。オース

チンは医療関係、医療とかと組む。しかし、これ

らは、まだ都市の魅力という点では、ニューヨー

クとかサンフランシスコに及ばないところが多く

て、今後乙れらの地域はどれぐらい成長していく

かというのは、ちょっとまだ見えないところで

す。

以上でアメリカの話は終わります。今までの話

から、サンフランシスコやニューヨークの条件に

我が国において最も合致するというか、最もマッ

チする都市はと問われた場合、多くの人がやはり

東京なんではないかと考えるのではないかと思い

ます。東京は確かに本当に私もそう思うのですけ

れども、このマルチメディア・ガルチとか、それ

からシリコンアレーで成功してきた条件である人
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材の集積、それから都市型産業の集積、非常に

「自由j な創造性を刺激するような都市風土と

か、また都市型産業を初めとしたアメニティなど

を備えていると思います。しかも例えばアニメ系

の産業なんかを見ますと、日本において300のア

ニメ系の製作会社があるといわれているんですけ

れども、そのうちの200以上が東京都にあって、

しかも区別に見ても杉並区が50とか、練馬区40と

か、新宿区20とかその大半がもう集積している地

区があります。東京はそういう意味でソフト系

IT産業が既に集積しているんですけど、今後も集

積していくポテンシャルを有しているのではない

かと考えられます。例えば、これは既存のデータ

ですが、平成11年の事業所企業統計調査報告(表

2参照)でも、ソフト系 IT産業と関連性の高い

産業をピックアップして東京都が全国に占める割

合を見た場合、出版業は57%、興行団が61%、映

画・ビデオ作成52%と極めて高率です。全産業に

おいては、東京都が全国に占める割合は11.5%で

すから、その数字を見ますと、いかにソフト系

IT産業と関連性の高い産業がすでに東京都にお

いて集積しているかということが分かると思いま

125 

す。都道府県別に見ますと、ソフト系 IT産業の

都道府県別集積状況も東京都が30.5%というよう

な数字であり、そういう意味ではずいぶんソフト

系 IT産業というのは東京都に集積しているとい

うような状況です(図20参照)。今後もさらに

ニューヨークのような政策を展開することとか、

そういうような都市的政策を考えることとか、ま

た文化面なんかにおいても、東京はすでに文化的

な面ではイギリスやフランスなどからも注目され

るようなサブカルチャ一文化があるんで、そうい

ソフト系汀産業の都道府県別集積状況(事業所数と構成比)
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表2 東京に集積しているコンテンツ・ビジネス(事務所数)
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う意味で相当成熟度は高いとは思うんですけど、

そこらはうまく政策などの方でも支援することに

よって、より競争力が高まっていくのではないか

とも考えられます。 IT産業というのは昨年バブ

ルがありましたので、その将来というのは、本当

に明るいのかと疑問を持たれる方もいると思うん

ですけれども、アメリカにおいてもまだこのソフ

ト系 IT産業というか、ハードも含めて IT産業

が全経済に占める割合が8.3%ぐらいであり、増

加率はまだ、まだ、高いということから、やはり21世

紀の lつの重要な産業になると思います。そうい

う意味では、東京がこれだけソフト系 IT産業を

立地する上での競争優位性、それからポテンシャ

ルを有しているということは、今後、心強いので

はないか考えられます。

以上で私の講演を終わらせていただきます。ご

清聴ありがとうございました。

4. ITが都市型社会にもたらすもの

ーメディアと文明の行方

若林幹夫

始めまして、若林と申します。今までお二方か

らお話があって、私が最後の講演者となるわけで

すけれども、今ご紹介いだきましたように、私は

筑波大学の社会科学系といところで教師をしてお

ります。専門は社会学で、都市論とかメディア論

とかいう領域で仕事をしています。都市とメディ

アですから、都市と ITというテーマで、テーマ

としてはジャスト・フィットみたいに見えるかも

しれませんけれども、今までメディアについて考

えてきたのは、電話の研究、それから地図に関す

る文明史というか社会史というか、そういうよう

な仕事をして、はなはだローテクなメディアにつ

いて考えてきたわけですが、最近いろいろ機会が

あったりして、あるいは必要もあったりして、今

日のマルチメディア技術あるいは ITと呼ばれる

ような情報テクノロジーが我々の社会に何をもた

らすんだろうかということについても考えたり、

話したり、ものを書いたりする機会も比較的あり

ます。普段私は、人間の社会にとって都市とは何

かとか、人間にとってメディアとは何なんだろう

かといった、比較的と原理論的なところからもの

を考えたりしているんですが、そういう視点から

考えた時に、今日我々がITと都市というような

テーマを出した時に、社会学的に考え得ることと

か、あるいは我々の社会にとってそういうことが

どういう意味を持っているのかとか、そういうこ

とを考えてみようと思っています。

メディアと文明の行方という副タイトルになっ

ていますが、メディアという言葉を後でもう 1回

説明しようと思っているんですが、普通我々は、

メディアというと、例えば新聞であるとか、テレ

ビであるとか、そうしたものを考えがちですけれ

ども、あるいはコンビューターがメディアである

とか、電話がメディアであるという表現も比較的

普通にはなってきましたけれども、ここではもう

少し広い意味で考えてみたい。今、申し上げたよ

うなメディアというのは、かなり新しいものです

ね。人間の歴史の中で考えると。近代になってか

ら現われたものを指したりしているわけですが、

ここではもっと文明の始まりから、あるいは文明

の始まりからというよりももっと人間存在の始ま

りからといった方が本当はいいんですけれども、

人間の社会はメディアと呼びうるものと共にあっ

て、私たちが都市と呼んでいる存在もその起源か

らメディアと共にあった。その今日的な形態とし

て、今日のメディア・テクノロジーと都市という

ものがあって、その行方はどうなっているんだろ

うかということを考えてみたいとd思っています。

最初に2人の人物の言葉を見ていただきたいん

ですけれども、こういうものです。上のもの…

「都市は観光客向けの文化的幽霊としてならとも

かくも実在しない。どのハイウェイの食堂にもテ

レビがあり、新聞がある。それはニューヨークや

パリと全く同じようにコスモポリタンである。」

これはマーシャル・マクルーハンの言葉です。

マーシャル・マクルーハンというのはご存知の方

も多いと思いますけれども、カナダが生んだメ

ディア論者。元々は英文学をやっていた人です

が、日本でも60…70年代ですかね…に 1度ブーム

があって、それから80年代ぐらいに世界的にマク

ルーハン・リパイパルというようなことが起こっ
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て、最近また非常に盛んに読まれている研究者で

すが、まず、こうした言葉があります。つまり、

新聞やテレビのような様々な情報メデ、ィアによっ

て情報が流れる時代に、都市という場所に人が集

まって住むことの意味というのは、もうそんなに

ないんじゃないかと。かつては都市に行かなけれ

ば、人は情報を得られなかったし、様々な出来事

に関する知識を得ることもできなかったけれど

も、テレビや新聞があるので…マクルーハンがこ

の言葉をいった時にはコンビューター・ネット

ワークなんてのは、まだ現実に我々の日常的に使

われるようなものになっていなかったんで、今日

から見るとかなりオールド・ファッションのメ

ディアのことをマクルーハンは指していますけれ

ども…そうしたものがあることによって、場所と

しての都市というのは用済みになりつつある。た

だ観光客にとっては観光客はグラビアを見て楽し

むわけではなくて、実際にエッフヱル塔があると

か、それから自由の女神が立っているとか、そう

したことを見に行くわけで、そういう人々にとっ

ての文化的な幽霊、もはや死んでしまったんだけ

れども、その形だけが残っている幽霊としてはあ

るけれども、実際には都市というのは、もはや実

在しない。我々はどこにいてもコスモポリタン、

世界市民なんだ。こういうことをマーシャル・マ

クルーハンはいっているわけですね。

次に下の言葉…「都市を失えば私たちはすべて

を失うことになります。都市を見いだせば、全て

を獲得したことになるでしょう。今日ではもし解

決策があるとすれば、それは共同生活の場の再編

成いかんにあるといっていいでしょう。私たちは

映画都市の後に来たテレビ都市によって裏切られ

たり、踊されたりするままでいるわけにはいきま

せん。私たちは、世界都市、つまり労働と他者と

の関係の局地化する、そのようなバーチャル都市

のドラマや悲劇に真っ向から立ち向かう必要があ

ります。」これはポール・ヴィリリオの言葉で

す。ポール・ヴィリ 1)オというのは、現代のフラ

ンスの都市計画学者です。あるいは、技術史とか

そうした領域で、積極的な発言を続けている思想

家と呼んでもいいと思いますが、ちょっと聞き慣

れない言葉が幾つか出ていますけれども。映画都

市とか、テレビ都市とかいう言葉が出ていますけ

れども、これらの言葉については、後で説明する

ことにします。ここでともかくもいわれているこ

とは、映画やテレビというような、つまり今ここ

に存在しない映像を映し出すようなメディアが出

現した時に、まず土地をベースに置いた都市のよ

うな共同生活の場というのはすでに失われ始めた

りしたわけだけれども、それがそのバーチャルな

都市、つまりコンビューターのネットワークが可

能にする、あるいは今日のコンビューター・テク

ノロジーが可能にするような電子的なコミュニ

ケーションの空間で様々なコミュニケーションが

可能になるような場所が現われた時に、そこでは

他者との関係とか、先ほどの話で、 IT産業の話

が出てきましたけれども、様々なその ITが経済

的な領域に入ってくる時に、場所を共有しない

で、労働を行なったりとか、情報をやり取りした

りすることは可能になっていくわけですが、そう

した時に都市、あるいは、共同生活というものが

我々の社会の中から蒸発してしまうのではないか

ということに対する危機感をポール・ヴィリリオ

は述べているわけです。

マクルーハシは別にあまり悲観的なことをいっ

ているわけではなくて、今までの常識で世の中を

見てはいけないよということをいいたいわけです

が、ヴィリリオの場合には、もう少し実存的な危

機感、我々の社会を成り立たせているベースとい

うものが、失われてしまうのではないかという危

機感を語っているわけです。お話の最後にもう 1

回この2つの言葉に戻ってきたいと思うのですけ

れども。こうした言葉を導き出してしまうような

メディアと都市との関係というのは、一体何なん

だろうかということをまず考えてみたいわけで

す。

それからもう 1つ、ここではまるで様々なメ

ディアや情報技術が都市を滅ぼしてしまう。つま

り一方には都市があり、他方には新しいメディア

が切り開く世界があるという、 2極的な、あるい

は2項対立的な問題の立て方になっているわけで

すけれども。本当にそうなんだろうかということ
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も考えてみたいわけですね。むしろ都市と情報メ

ディアというものが、相補的に生かし合うような

関係もあるかもしれないし、そもそも都市とメ

ディアって、そんなに対立するものだ‘ったんだろ

うかというお話をしてみたいわけです。

さしあたって、今、申し上げた都市とメディア

を対立的に考えるというのをすごく簡単なモデル

として考えてみると、こういう形で示すことがで

きるのではないかと思うわけです。都市というの

が、局地的な関係の場、局地的…ローカルです

ね。つまり、ある場所の中で人と人とが関係し合

うような社会的な関係の場とすると、情報メディ

アというのは非局地的で、全地球的…要するにグ

ローパルということです。場所にとらわれないで

全地球的な広がりの中で関係を可能にするような

ものなのだということですね。そうすると、まず

1つのビジョンとして、今マクルーハンやヴィリ

リオの議論を引き合いに出して、お話ししました

けれども、非局地的な情報メディアによって、社

会関係が再編されていく、そうするとそこで都市

…都市というのはつまり地面があって、地面の上

に人が住んでいて、そこに道路があって、広場で

人が出会ったり、商!吉街に買い物に行ったり、そ

ういう場所のことですね。そういう都市というの

は、衰退したり、喪失したりしていくのかという

ことですね。例えばバーチャルな都市という言葉

があったりしますけれども、そういうバーチャル

な都市の中にリアルな現実の都市というのが喪失

していくのではないかというようなビジョンがし

ばしば語られたりしています。

それに対してもう少し温厚なビジョンがありま

す。それは都市とメディアというのは、相補的に

支え合う関係にあって、局地的関係と非局地的な

関係を結びつけていくことによって、新しい情報

都市とでもいえるようなものが可能になってくる

のではないか。情報都市論というようなタイプの

都市を語るような議論もあります。つまり今まで

の都市は情報都市以前の都市で、これから情報都

市化が進んでいくんだという、そういうタイプの

議論ですね。どちらのシナリオが正しいかという

ことはよく分かりませんというか、様々な可能性

があると思いますが、しかしながら、どちらの議

論もメディアと都市の関係のある部分を突いてい

るのは事実なんですね。このことを手がかりにし

て、でも、そうではないような見方というのもあ

るんじゃないかっていうことを考えてみたいと

思っているわけです。

それでまずこういうことを考えるためには、都

市とは何なのか。あるいは都市とメディアの関係

というのは何なのかということから話を進めてい

く必要があるのではないかと思います。都市とは

何か。この講演会は東京都立大学の都市研究所の

主催でありますから、都市を専門に研究なさって

いる方がたくさんいるところの主催になっている

わけですが、例えばそういうところの専門家に都

市って何でしょうって質問をした時に、おそらく

一通りの答えは返って来ないでしょう。都市の定

義は実に多様なものがあります。例えば私は社会

学をやっていますが、社会学の中で共有された、

これが決定版だといわれている都市の定義という

のはありません。一番ポピュラーな都市の定義と

いうのは、大量・高密度・高異質的な人口を擁す

る、つまり量が多くて、密度が高くて、異質性の

高い人口を持った永続的な集落である。アメリカ

の都市社会学者がいった定義がありますが、これ

はいわれてみればそういう側面は都市にあるんで

すけど、じゃあ、人口が大きくて、密度が高く

て、異質性の高い人が集まったら、そこに都市が

出てくるかといったら、それはなかなかそうはい

えないんじゃないかと思うんですね。都市のある

一面を記述したことにはなりますけれども、都市

が都市であることの所以みたいなもの。例えば新

宿のこういう賑わいであるとか、都会の持ってい

るある種のなんか厳しさであるとか、郊外住宅地

の独特の風景とか、そういうものをうまく説明で

きるような形で定義ができているとは必ずしもい

えないわけです。あるいは社会学を勉強すると、

誰でも聞かなければならない名前にマックス・

ヴェーパーというのがありますけれども、マック

ス・ヴェーパーというのはドイツの有名な社会学

の古典的な巨匠ですが、マックス・ヴェーパーが

f都市の類型学』という書物を書いているんです
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が、一番最初になんかすごく元気のなくなること

が書いてあって、都市の定義を我々は様々に試み

ることができるけれども、すべての都市に共有し

ているとはただ1つである。それはそれらが少な

くとも相対的にまとまった 1個の定住であるとい

うことだけだとしているわけですね。これはなん

かいきなり都市の研究を始める本の中で、都市に共

通しているのは定住であることだけで、ほかはい

ろいろあるんだよといわれると、かなりガックリ

きてしまうわけですが、それぐらい都市の定義っ

て難しいんですね。

ここでも別に都市の包括的な定義を与えようと

いう話はしませんが、私はこういうとらえ方がで

きるんじゃないかなと思っているわけです。つま

りここでは都市をメディアとしてとらえよう。都

市はメディアであるというふうにとらえたらどう

なるんだろうかという、今までというか、先ほど

お話しした、例えばマクルーハンの議論とかヴィ

リリオの議論では、一方に都市がある、片っ方に

メディアがある…というタイプの論の立て方に

なってます。マクルーハンの議論は本当はもう少

し複雑なんですけれども、ヴィリリオの議論も原

理論的なところまで遡ると、ここで私が都市はメ

ディアであるといっていることと、かなり重なる

ことをいってることになるわけですが、そういう

学説上の検討というのはここではそんなに重要で

はないので、話のポイントだけ考えてみると、都

市はメデ、ィアであるというふうに考えた時に都市

とじゃあ、ここで問題になっている ITの関係と

いうのはどういうふうに理解することができるん

だろうかということを考えてみたいわけですね。

ここでメディアという言葉は何を意味している

のかというと、メディアという言葉はメディウム

という言葉の複数形です。メディウムというのは

要するに媒体とか、触媒とか、そういう意味です

ね。霊媒という意味もあるんですけれども、つま

り何かを伝える、何かの仲立ちになるものがメ

ディアです。そうすると都市という場所はどうい

う場所なのかということを考えてみると、都市と

いうのは、例えば何もない場所にただ1つだけ都

市があるという状態を考えるということはできな

いわけです。都市というのは常に都市を通じて結

びっく周辺の村とか、地域とか、ほかの国々と

か、他の都市とか、そういうものの関係で都市と

いうものは現われてきます。例えば東京という都

市について考えてみると、東京が東京だけで存在

している状態というのは考えられませんね。東京

が今ある東京として存在するのは、東京以外の日

本のほかの都市や地域があるからです。そもそも

東京という言葉は東の京といいますが、京という

のは要するにある国の中で中心をなしている首都

のことをいっているわけですね。首都だけが単独

であることはあり得ないわけで、首都を通じて結

びっくほかの地域があって初めて京という概念は

社会的に意味を持ったものとして現われてくる。

それの東にあるのが東京だということですから、

元々のとこの地名は江戸ですから、東京というの

は本当は固有名調ではなくて、場所の機能を表し

ているだけの言葉なんですけれども。東京という

のもそういうふうに地域間の社会的交通を媒介し

て存在しているんですね。そこに様々な人が集

まってくる。モノが集まってくる、情報が集まっ

てくる。そういう人やモノや情報の流れとして社

会の大きな広がりを考えた時に、そうした流通の

結節点、あるいは焦点、フォーカスですね、そう

いう場所として都市というものを考えることがで

きるのではないかということです。ただこれは集

めるだけではなくて、集まったものをさらに新し

く形を与えたり、集積したり、変換したりして、

新たな富や情報や活力を生み出すものというふう

に考えてた方がより適切です…ただ集めるだけで

はなくて、そこに新しい形や形式を与えるのがメ

ディだというふうに、ここでは考えたいわけで

す。

先ほど紹介しましたカナダのメディア論者の

マーシャル・マクルーハンはメディアというの

は、要するに人間を拡張するものだというふうに

いったわけですね。人間を拡張するってどういう

ことかっていうと、例えば、私、今までの方々の

パワーポイントに比べてすいぶんローテクなOHP

というもので、私はプレゼンテーションやってた

わけですけれども、これは私が話す言葉とか、頭
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の中で思考していることを外部化して皆さんに示

しているわけですね。ここで私の身体というの

は、ここまで拡張されている。それから私は今、

マイクロフォンとスビーカーのシステムを使って

話していますけれども、これによって私の身体的

な発声能力というのは、拡張されて、この空間を

満たしているということになるわけです。それを

通じて今、私と皆さんの間にあるコミュニケー

ションの形がつくられています。つまり講演とい

う関係の形がつくられていて、私の知識というも

のが例えばこういう文字というフォルムによって

伝達されているわけです。私の生のままの人聞が

拡張され、外部化されて、ある形を与えられて皆

さんと私の間にある関係の形がつくられている。

乙うしたただモノを伝達するだけじゃなくて、関

係の形をっくり出すものとしてメディアをいうの

を考える必要があるのではないかということです

ね。社会の大きな広がりの中でバラバラに存在し

ていた地域や人々が都市を通じて、都市を集結点

として、結びつく。都市にモノが集まり、情報が

集まり、人が集まる。先ほどの服部さんの講演の

IT産業、マルチメディア産業のことを考えていた

だければ、すぐに分かると思いますけど。ああし

た場所に人が集まり、情報が集まり、富が集まる

ことによって、それが新しい形の知識として加工

されていく。それが外側に発信されていく。お金

も集まって来ます。お金がまた形を変えますね。

お金がそのままの形で出ていくわけではなくて、

投資されて金額がふえる、あるいはそれが新しい

製品という形になって、市場を流通していく。そ

ういう、モノや人の労働力や情報が集められて変

換されて、送り出されていく。そういうその都市

のあり方をメディアという言葉で呼ぶことができ

るのではないかと思うんです。ですから別のいい

方をすると社会的なネットワークの中のある種の

集積回路のようなものとして、都市というのは存

在しているのだといういい方ができると思いま

す。

ドイツのメディア論者、今日の代表的なメディ

ア論者の一人にフリードリッヒ・キットラーとい

う人がいるんですが、キットラーがある論文の中

で例えばこんなことをいっています。今日の社会

において首都を建設するというのは非常に簡単な

ことだ。アウトパーンのインターチェンジの近く

とか、それからコンビューター・ネットワーク上

のある点に情報やエネルギーが集積する集結点、

ノードをつくればそこが首都なんだ…というふう

にいっているわけです。これはある意味でSF的

な発想ですね。つまり建物を建てるわけではなく

て、コンビューター・ネットワークとか、高速道

路のある場所に情報やエネルギーが集結する場所

をつくればこれは都市なんだ。これはあまりリア

ルな話ではないでしょう。しかしながら、都市と

いうものの存在のある側面を表わしている言葉で

あるわけです。つまり我々の都市というのは、例

えばそういう高速道路のネットワークであると

か、情報のネットワークがあることによって初め

て可能になるような場所なんですね。ですから、

都市を構築する場合に最低限やらなければならな

いことは、官庁建築を建てるとか、そういうこと

以前に、情報とモノと人の流通のネットワークの

中での集結点をなんらかの形でつくりだすという

ことであるわけです。そのようにすると首都とい

うのが現われるということをいっています。

しかしながら別の論文の中でキットラーはもっ

と示唆的なことをいっています。それはマルチメ

ディア・システムというものをどう考えるかとい

うことです。今日のマルチメディア・システムと

いうのは都市というものに比べれば進かにレベル

の低いものだということをキットラーはいってい

るわけです。都市こそが真の意味でのマルチメ

ディア・システムなんだというふうに、キット

ラーはいうわけですね。都市がマルチメディア・

システムであるということの意味は、すぐには

ちょっと理解できないかもしれないんですけれど

も、つまりこういうことなんです。マルチメディ

アという言葉は、かなり混乱して用いられてい

て、何を指すのかよく分からない魔法の言葉のよ

うに使われていたりすることがありますが、最近

一時期よりあんまり聞かなくなりましたけれど

も、例えば日本放送協会の人にいわせるとハイビ

ジョンのことだったりするわけですね。コン
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ビューター業界の方は当然コンビューターがそう

だというし、しかしながら、家電業界の人たち

は、いやこれからはテレビこそがマルチメディア

の端末になるというようなことをいっているわけ

です。それからNTTの方々はたぶんそういう機械

の端末のことではなくて、汎用的な情報のコンテ

ンツのやり取りを可能にするようなネットこそが

マルチメディアなんだとたぶんおっしゃると思う

わけですが、キットラーがどういう意味で都市を

マルチメディア・システムというふうに呼んでい

るのかというと、こういうことなのではないかと

思うんですね。都市というのは人間がそこに住み

込んで、様々な活動をする場所ですが、それを

今、申し上げたように人とモノと情報の流通の結

節というふうに考えてみると、しかしながら人と

モノと情報がそれぞれ別々に流通しているわけで

はないわけですね。人が動くことによって、モノ

が動く。それからモノと人の移動に関する例えば

文章のようなものが書かれ、書かれる前にまず頭

の中で考えられるわけですが、発言され、書か

れ、そうして情報のネットワークがモノのネット

ワークを支えるような形で機能しているわけです

ね。例えば企業が何かを発注する場合、今はネッ

トワーク上で発注を送ったりすることはあると思

いますけれど、文章に書いて注文書を出して、そ

れに寄って、それに従って、モノが送られたり、

生産されたりするわけです。そうするとモノの

ネットワークと情報のネットワークというのは、

重ね合うことによって、初めて都市の例えば物的

なネットワークというのものが可能になってくる

わけですね。こういうように人の交通、モノの交

通、情報の交通を可能にする様々なメディア、こ

こで様々なメディアと私が申し上げるのは…例え

ば道はメデ、イアですね。つまり人間の長い歴史の

中では情報の伝達と人聞の身体の移動というのは

結びついていたので、道がなければ、情報は伝わ

らない。すべての道はローマに通ずという時に、

これはモノや人が移動するだけじゃなくて、それ

を通じて情報が移動していったということです

ね。そうすると道はメディアです。道を歩く我々

の身体というのもメディアですね。例えば伝令と

いうのは人間の身体をメディアにして情報を伝え

るシステムです。それから郵便というのは、紙と

いう媒体と身体という媒体を結びつけて、それが

道の上に乗っかつて、情報を伝達するようなシス

テム。つまりここでは道というメディアと身体と

いうメディアと紙というメディアと文字のシステ

ムというメディアと4つのシステムが組合わさっ

て作動しているわけですね。それから物的なシン

ボルなんていうものも使われるととがあります

ね。例えば貨幣というのはモノですけれども、同

時にそれは価値を示しているわけですね。これは

十分に情報メディアであります。それから例えば

教会の建物がある聖なる世界の姿を現わすである

とか、その教会の建物が現わす聖なる世界と聖書

という書物に描かれていることと、聖像画とバッ

ハの宗教音楽とか、そういうものが相互に組み合

わされることによって、ある宗教的な世界という

ものを非常にリアルなものとして教会の会場に集

まる人に伝えられるというようなこともありま

す。この時にここでは建物と人間の声と、文字

と、絵画というような様々な情報のメディアが組

み合わさって機能しているということになるわけ

ですね。こうした実に多様な…実に多様なって当

たり前じゃないかつてお思いになるかもしれない

けれども、つまり我々がごく当たり前にそういう

複数の情報のチャネルというものを、自分の身体

をベースにして空間の中で組み合わせて生きてい

るわけです。だから人間の存在とか社会の存在そ

のものが、そもそもの初めから、かなり高度に複

雑なマルチメディア的なものになっているわけで

すね。しかも双方向的でそこでは様々な、創発的

な情報の新しい発見とか、発生とかというものが

あるような、そういうシステムになっていて、都

市というのはそういう情報のシステム、モノのシ

ステム、人の行き来のシステムがかなり高度な形

で集積する形で出来上がったのだというのが、

キットラーの都市がマルチメディア・システムだ

という言葉でいいたかったことだと思うんです。

例えば都市を代表するものっていうか、都市に

代表的な情報メディア、幾つかあると思いますけ

ど、例えば古代の都市が語られる時に、よく引き
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合いに出されるアレキサンドリアの図書館なんて

ありますけれども、古代の地中海世界のありとあ

らゆる知識を集めたアレクサンドリアの図書館。

図書館という場所が情報のデータベースになって

いるわけです。そうした情報を集積することに

よって、都市が新しい地を発生させる場所として

機能している。あるいはヨーロッパの中世だ、った

ら、それが教会とか大学に取って替わるわけで

す。そうした教会や大学のシステムを可能にして

いるのは、都市という場所がそういう情報やモノ

の流通や人の流通の結節点であることを可能にし

ている道のシステムだ、ったりするわけです。つま

り道と文字のシステムによって、中世や古代の都

市が造られていたりというようなことがあるわけ

です。そうしたマルチメディア・システムとして

の都市のあり方というのは、近代になってから、

様々なメディアが出現することによって、さらに

高度な形になっていくわけです。

こちらを見ていただきたいんですけれども、都

市のあり方というのは、それぞれの文明の持つ情

報の技術のあり方によって変わっていくわけです

ね。今、申し上げたように道が情報のというか、

流通の機関であった場合には道の都市とでも呼べ

るようなものが存在している。ところが鉄道が出

現するとまた変わりますね。情報やモノや人の移

動しうる量が変わりますし、それから都市の内部

で人々やモノや情報が移動する広がりが変わって

きます。こんにち東京の周辺には、広い郊外が広

がって、東京都という行政区画を越えて、東京

圏、東京の近郊というものが広がっていますけ

ど、そうしたものは例えば鉄道というものがなけ

れば存在することができなかったような広がりで

す。鉄道というものが存在するだけではなくて、

そこで都心にあるオフィスと人々の生活環境をつ

なぐような例えば電話であるとか、もっと前の時

代だ、ったら手紙だったりするわけですけれども。

そういうメディアが十分な形で発展して、初めて

鉄道の都市というものが機能する。それから高速

道路が広がっていけば、例えばロスアンジェルス

みたいに高速道路のネットワークに沿って様々な

地域が分散的に広がるような、ニューヨークのよ

うなコンパクトな都市とは違った、大きく延び広

がった都市というものが現われてきたりするわけ

です。

それから、真ん中に書かれているのは、ちょっ

と分かりにくいかもしれませんけれども、壁画の

都市とか、ステンドグラスの都市とか、映画の都

市とか、テレビの都市というのも、考えることが

できるんじゃないかと思うんですね。壁画の都市

というのは、例えば古代のメソポタミアの首都を

復元した図なんかを見てもらうと、神殿に壮麗な

壁画が描かれていたりしますね。それが王の権力

であるとか、それからその都市を中心として成立

している文明圏の神話的なイメージであるとか、

そうしたものを現わしている。ただの絵ではなく

て、その人々を包み込むような文化的な環境とい

うもの、あるいは象徴的な世界というものを都市

というのは可視化するわけです。それによって自

分たちが住んでいる世界というものが聖なる世界

だ、正しい世界であるということを確信したりす

るわけですね。おそらく私は思うのですが、例え

ば今でも博覧会なんかがつくられる時に、普通の

場所にはないような、いわゆる未来的といわれる

ような建物が出てきますね。それを見て、あ、僕

たちの未来はこういうふうになるんだなというよ

うな気持ちというのを抱くことがあると思うんで

す。私は小学生の時に日本万国博というのがあっ

て、現場には連れて行ってもらえなかったんです

けれども、テレビなんかで毎週そういうのを見て

すごくわくわくした記憶があるんですが。古代に

初めて都市が現われた時、それから日本に平城京

や平安京が建てられた時にそれを見た人たちが感

じたことというのは、そういうことだと思うんで

す。今まで日本になかったような壮麗な建築がそ

こに現われる。そこに新しい社会のビジョンとい

うのが見えてきて、そういうことが新しい社会の

システムに人々を組み込んでいくような感情的な

基盤というのをつくりだしていくという。あるい

は新しい共同性というものを支えるような、つま

り人々を相互に結びつけるようなまさにメディア

として機能しているんだといういい方ができると

思うんです。ステンドグラスの都市というのは
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ヨーロッパの中世の教会、つまり教会の窓にきれ

いなパラ窓があって、それが神の世界をいながら

にして示すような、そういうようなことによって

世界観を与えられる都市があるだろうし、映画の

都市とかテレビの都市というのは、先ほどヴィリ

リオがいったことからイメージしたことですが、

映画の都市というのは、つまり映画というものが

人々の共通環境の代替をするようになる時代が

やってきた。娯楽の中心が映画であった時、人々

にとって、多くの人々が共に知っている世界とい

うのは一緒に暮らしている街よりも、むしろ映画

の中のあの街だ、ったり、あのヒーローだ、ったりす

る。それが人々にとっての共通の社会環境をつ

くっている。映画の場合には、街に行って映画を

見なければいけませんから、つまり映画を見に行

くことが同時に街を知ることとつながっていく。

浅草六区であるとか、新宿歌舞伎町であるとか、

私自身も歌舞伎町というものに親しんでいったの

は、映画を仲立ちにしてというところはずいぶん

ありましたから。そういう映画を仲立ちにして、

リアルな都市の経験というのは可能になってくる

というようなことがあると思うんですが。テレビ

の都市になると、つまり、テレビが共通環境に

なっているというのはアメリカなどでは、 50年代

以降の郊外住宅地の成立とともによく語られるこ

とです。つまり家で退屈な主婦がソープオペラを

見てという、そういう話ですね。つまり郊外住宅

地という実際の環境を共有しているわけですが、

それよりもむしろテレビのホームドラマの世界の

方が人々にとっては共通の環境になり、それを巡

る話題によって人々が結びついていくような世

界。これは今の我々にとってもたぶんリアルなこ

とだと思うんですね。例えば今我々にとって、リ

アルな都市の問題は、もしかしたら東京の問題で

はなくて、ニューヨークの炭痘菌の問題だ、ったり

するかもしれないわけです。職場で知人と顔を合

わせて「ビン・ラディンはどこにいるんだろう

か」っていう話をしたりとか、行ったことも見た

こともないかもしれないような場所のことが我々

の共通環境になっている。それによって社会関係

が形成されて、でも一緒に暮らしているオフィス

の例えばゴミ問題とか環境問題については、リア

ルにその場所にあるにもかかわらず、見えていな

いかもしれないし、語られないかもしれないし。

というような形で、これはそうすると都市という

言葉を使うことは適切ではないかもしれませんけ

れども、都市に替わるような共通環境として、テ

レビとか映画とか、そうしたものが現われてきて

いるということですね。

もう 1つ映画の都市やテレビの都市というのは

別の側面から見ることもできると思うんですが。

つまり映画やテレビを通じて都市を読み解くとい

うことがあります。例えば東京に毎年のように進

学等でたくさんの大学生や専門学校生たちが集

まってきますけれども、彼らにとって東京という

のは知らない場所ではないわけですね。もう知っ

ている場所なんです。どう知っているかという

と、テレビ、で知っている。それから雑誌で知って

いるというようなことになります。テレビという

のは東京を舞台にしたものが多いですし、情報産

業というのは東京に圧倒的に集まっていて、日本

のテレビのネットワークというのも東京中心に

なっていますから、テレビの舞台は圧倒的に東京

が多いですね。テレビで見たあのお庖に行く、あ

のスポットを見にいくというような形で、東京と

いう場所をすでに知っていて、それを確認するよ

うな形で、東京を自分のものにしていくという経

験があります。その時に東京という都市は、つま

りただモノとしてあるいは場所としてあるだけで

なくて、テレビと共にあることによって、その人

たちのリアリティの場所を形づくっているんだと

いうことがいえると思うんですね。こういう形で

つまり都市を経験する時の最初の入り口の仲立ち

としてテレビ等のメディアが機能しているという

ことは、今日の社会ではごく普通に行なわれてい

ることです。そういう形で東京という都市は理解

されたり、使われたりしている。そこではもしか

したら、誤ったイメージとか偏ったイメージが植

え付けられて、それによって都市が理解されてい

る可能性もあるということになるわけです。こう

いうふうに考えてみると、都市とメディア、ある

いは情報技術の結び、っきというのは別に新しい話
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ではなくて、そもそも都市というのはその始まり

からその時代のおそらく最先端の情報技術を蓄積

する形で成立してきたものなんですね。しかしな

がら、情報のテクノロジーというのは、社会の中

で刻々と変わっていく。特にこの50年ほどの問に

爆発的な変化を遂げておりますけれども、そうし

た情報テクノロジーの技術革新の中で、都市のあ

り方も変わっていくということになるわけです。

そこで考えたいのは、それでは今日の情報テク

ノロジーというものが我々の社会に何をもたらす

んだろうかということです。いろいろな問いの立

て方はできると思うんです。つまり一番最初に

あった GISのようなシステムに関して考えるこ

ともできますし、それから携帯電話について考え

ることもできますし、切り口が非常にたくさんあ

りますから、すべてについて語ることはできませ

ん。ここでは ITとかマルチメディアとか語られ

る時にしばしば出てくるバーチャルという言葉を

切り口にして考えてみたいなと思います。バー

チャルとか、バーチャル・リアリティという言

葉、あるいはバーチャルな現実という言葉はすで

に皆さん、いろいろな場所でお聞きになっている

と思うんですけれども。バーチャルあるいはバー

チャル・リアリティってどういう意味なのかとい

うと、今日普通に使われている概念というのは大

きく 3つぐらいあると思うんですね。 1つはかな

り厳密な意味です。つまりバーチャル・リアリ

ティ・システムと呼ばれている、頭に何かヘッド

ギアみたいなのをつけて、体にもデータ・スーツ

というものをつけて、眼にゴーグルをつけるわけ

ですね。そうすると今ここに立っていながら、例

えはハワイのワイキキ海岸にいるように見えてし

まって、走っていくと海岸が近づいてきて、波が

体に触るような感触まで感じられるかもしれない

というような、今ここにいながら別の環境にいる

ことを可能にしてしまうという感覚を可能にして

しまうような情報システムのこと。これをバー

チャル・リアリティ・システムという。一番厳密

な意味ではこれだと思うんですが。でもこうした

テクノロジーというのは、例えば新宿のどこかに

も確かバーチャル・リアリティを使って、キッチ

ンの使い心地を確認できるようなショールームが

あったと思うんですけれども、あんまり多くの場

所で普及していないので、通常この意味で使われ

ることは最近はあんまりないと思います。割とよ

く使われるのは、インターネットとか最新の情報

処理技術、 ITを媒介にした形で可能になるよう

なリアリティのこと。例えばインターネットの出

会い系サイトの話であるとか、あるいはバーチャ

ル・ショッピング・モールで買い物をするとか、

それからインターネット上に仮想政府を立ち上げ

るなんて言葉があったりしますね。つまり政府の

窓口をインターネット上のサイトに立ち上げる。

仮想都庁舎というのがあるのかどうか私はよく知

りませんけれども。そういうようなことで使われ

たりします。そうした意味をさらに拡張して、例

えばテレビゲームの世界であるとか、テレビの世

界であるとか、あるいはビデオの世界であると

か。ビデオの世界なんていうのは、例えばコン

ビューター・ネットワークから見れば、双方向的

でもないし、テクノロジー的にもかなりローテク

の部類に入るわけですが、そうした何らかのメ

ディアを通じて現われてくるようなフィクション

の世界のことをバーチャルな世界といったりしま

す。例えば少年犯罪が起こった時にその容疑者の

少年があるタイプのビデオやゲームをたくさん

持っていたりした時に、バーチャルな世界と現実

の世界の区別がつかなくなったのではないかとい

う、嘘か本当かよく分からないようなコメントが

なされたりすることがありますけれども、そうい

う場合にもバーチャルという言葉が使われます。

ここで私が取り上げたいのは、主として2番目の

意味なんですが、その前にそのバーチャルってい

う言葉の含意というか、意味を押さえておくこと

がここでは重要だと思うんです。バーチャルとい

う言葉は例えば「仮想」というふうに訳されます

ね。バーチャル・リアリティというのは「仮想現

実」と訳されることが多いんですけども。私はこ

の訳語はあまりよくないと思っているんです。皆

さん、おうちに帰られて英語の辞書をごらんにな

ればいいと思うんですが、バーチャルという言葉

を引いてみると、 1つは確かに「歳像のJとか、
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「虚構の」とかという意味が出ていますが、もう

1つ重要な意味として、「実質的な」とか「実際

上のJという意味が出ているはずです。つまり

バーチャルという言葉は虚構あるいは虚なんだけ

れども、実質的な意味を持っているという意味を

持つ言葉なんですね。厳密にはというか、光学、

オプティックではレンズとか反射鏡を使って、あ

る場所に実際ないものが見えるような像のころを

バーチャル・イメージというわけですけども、そ

ういう虚の像でありながら、実質的な意味を持つ

ようなものがバーチャルという言葉で表現されて

いるわけです。例えばバーチャル・ショッピング・

モールで買い物をしたという時に、仮想商店街で

買い物をしたから、買い物も仮想の行為だ、ったと

いうことじゃ困るわけですよね。実際に買い物が

できていないと困る。あなたの買い物、あれ、

バーチャルなもんですから、その場限りのもです

…困りますね。バーチャル政府というものが実質

的な意味を持たなくて、例えばバーチャルな窓口

で行なった手続きというのは無効である…何のた

めにやっているかよく分からないということにな

りますね。それが実質的な意味を持つから、バー

チャル・ショッピング・モールやバーチャル・ガ

パメント・オフィスというものは意味を持つわけ

ですね。このことを理解しておくことが非常に重

要なことなんだと思うんです。

それから、もう 1つ、そういう空間というもの

はどういう属性を持っているんだろうかというこ

となんですが、変な言葉をここで書きましたが、

遠隔対象的=望遠レンズ的な関係と道筋的に移動

経路的な関係。これはポール・ヴィリリオが使っ

ている言葉なんですが、いってみればすごく簡単

なことをいっているんですが。今まで人間の関係

というのは道筋や移動経路の中で行なわれてき

た。人に会ったりする時に道を歩いていきすよ

ね。その聞のプロセスというものがあるわけで

す。ドアを開けて部屋に入る。挨拶をする。相手

の顔色を見るとか。そういうプロセスの中でコ

ミュニケーションというのは可能になったわけで

すね。その間の過程というのは社会的な経験の中

にあります。つまりある場所の中でコミュニケー

ションというのは行なわれて、場所の中での振る

舞いというものを組織することによって、我々の

社会は出来上がっていた。その移動経路の空間と

いうのは、大体共有される空間で、そこには共通

のルールやマナーやモラルというようなものがあ

り、それを維持しているようなシステムというも

のがある。ところがインターネット、インター

ネットだけではなくて、テレビや電話もそうです

けど、電子的なメディアはそういう途中のプロセ

スというものをなくしてしまいます。途中のプロ

セスはなくて、望遠レンズがいきなり遠くのもの

を間近に見えるようにするように、途中のプロセ

スがない、距離感のない世界。距離感が越えられ

てしまった世界というのをつくりだす。そういう

関係が我々の社会の中に現われてくる。バーチャ

ルな空間という時にいわれていることの 1つは、

それが実際目の前になくて感じられるということ

ですけれども、同時にそこでは社会的な距離感が

なくなっているということが、非常に重要なこと

なのではないかと思うんですね。なぜそういうこ

とをいうかというと、我々の社会というのは身体

的な距離の感覚というものをベースにおいてつく

られている部分があるわけです。それによって社

会的な規範とか、マナーとか、対人関係というの

を維持しているわけですが、そういう距離感がい

きなりない世界が可能になるわけですね。これは

いいこともあれば、悪いこともあるわけです。例

えばインターネットの出会い系サイトなんていう

のは、そういうものをフルに使っているわけです

ね。距離感なくいきなりある人の情報が手元に来

て、そこで非常に親密が会話ができてしまう。相

手の内心がいきなりディスプレイ上に出てくるみ

たいな感覚というのを与えるわけです。しかしな

がら、その一方で自分の姿を見られない。姿を見

られないということは自分の本当の姿ということ

は、そこに現われていないという感覚は常に身体

の側に残るわけですね。だから非常に気楽にある

種の告白みたいなもの、体を離しながら、なおか

つ近づきながらという、両義的な距離感覚の中で

コミュニケーションをしたりすることが起こって

くるんですが、そういう今まで我々が経験したこ
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とのあまりなかったような距離の感覚というもの

が、社会の中に現われてくるというのが、バー

チャルな空間と呼ぶことができるような場所のも

う1つの重要な属性だと思うんです。

もう Iつ指摘しておきたいのは、そもそもバー

チャルな空間といういい方をしていますけれど

も、実際にそういうコミュニケーションの場とい

うのは、空間でもなんでもないわけですよね。コ

ンビューター上のディスプレイに現われてくる映

像とか、音声とか、文字とかだ、ったりするわけで

すが、しかしながら、そこが場所として感覚され

ているということ。例えばサイト、 webサイトと

いう言葉がありますけれども、サイトというのは

場所ですね。それからこういうコンビューター上

の関係の場所を指す言葉として、サイパースペー

ス、サイバー空間という言葉がありますけれど

も、ここでも空間の比喰を使っています。それか

らインターネットのホームページとかを見ると、

よくここに入るかどうか、このサイトに入るかど

うかというのは enterという、入るというところ

をクリックしてくださいなんでいうのが出てきた

りしますけれども、これも空間の比喰ですね。つ

まり実際には場所で、はないものが、もう Iつの場

所。今まで経験しなかったような関係の場所が、

でも関係の領域というのが場所という言葉でいい

表されるようなものとして、現われてきているわ

けですね。これはいろんな理由があると思います

が、おそらく人間にとって、社会的な関係を構築

していくベースにはやっぱり場所の感覚、場所を

共有しているという感覚があって、それをかたど

るような形でしか、我々は社会関係を今のところ

うまくイメージしたり、構築したりすることがで

きないということが関係しているんだと思いま

す。そうした場所がおそらく我々の社会に様々な

形で出てきています。例えば出会い系サイト犯罪

なんか起こった時に、なんでそういうところで

会った人とすぐに関係をつくることができるんだ

ろうというような話が出てきたりしますけど、そ

れはその場所の中で生きられているリアリティと

いうか、実質性というものをうまく理解してあげ

ないと、理解することができない。それは虚構の

関係なのにっていったとたんにその本質をつかま

えそこなってしまうんだと思うんです。別のいい

方をすれば、 ITと呼ばれているものは我々の社

会の中にどれくらい根付くかということに関して

は、そこにどんな実質性を僕らが与えることがで

きるのか。それとリアルな、通常リアルなといわ

れているような物理的な世界との関係をどういう

形で構想することができるだろうかという、社会

的な構想力ということに大きなものが賭けられて

いるのではないのかなと思うんです。

時間もだ、いぶ追ってきましたので、最後にじゃ

あ、そういう場所が都市や自治体というようなも

のに対して持っていることの意味というのは何な

んだろうかということを考えてみたいと思いま

す。いろいろな可能性があります。 1つは都市を

もう用済みのものにしてしまって、都市や場所の

感覚っていうのが衰退していくんだ、っていう、そ

ういう可能性が 1つ考えられますο これはマク

ルーハンやヴィリリオがいっているような議論で

すね。つまり多くの人々が社会的な関係のリアル

な場所というものをそこに求めている。買い物も

それから行政もそういう場所ができることが可能

になっている。そしたらすごく大きい建物がこの

外に建っていますけど、あんな大きな建物、維持

していく費用がもう要らないかもしれない。みん

なホームオフィスで都庁をやることができるかも

しれないということになれば、じゃあ、そういう

場所としての都市ではなくて、そういうバーチャ

ルな世界の中で都庁をやっていきましようという

話になっていくかもしれません。私は本当はそう

思ってないんですが。ただこうしたことの持って

いる可能性というのも理解しておく方がいいと思

うんです。つまり、東京みたいな都市に住んでい

る人にとっては、都市が実際にあるからいいんで

すけれども、地方に暮らしている人たちとか、様

々なハンディキャップや生活上の障害があって、

都市に、商店街に、本屋さんに出ていけない、あ

るいは人と出会うような場所に出ていけない人た

ちにとっては、そういうバーチャルな都市こそ

が、初めて経験できる様々な都市的なコミュニ

ケーションや関係の場だったりすることがありう
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るんですね。例えば最近ラジオで聞いた話です

と、寝たきりの親の看護をしていて、まちになか

なか出られない人が、ホームページを立ち上げ

て、そこでコミュニケーションの場をつくってい

く。その時にバーチャルな場所というのは、本当

にリアルな場所になっていくわけですね。ですか

ら、バーチャルな場所が実質的な…つまり都市に

替るような可能性というのはあって、どういう場

所にそれが必要とされているのかということを考

えていくことが、すごく重要なことなんだと思う

んですね。その一方でしかしながら多くの人々の

関心がこちらの側に向いていった時に、地域のコ

ミュニティとか、人々が共に住んでいることの意

味、あるいはそうしたものに対する感覚というの

は、衰退していく可能性というのがあります。例

えば朝日新聞の論説委員の松葉一清さんという方

と話をした時に…彼は建築批評をやっているんで

すが、「最近、建築の力というのは僕は信じられ

なくなってきた」というわけです。「あんなに建

築評論一生懸命やっているのに、何でですかJと

いったら、「だ、って、今の高校生は駅を降りると

コンビニの前に座って、それで電話で始終話をし

たり、メールをしたりしているでしょう。あの人

たちにとって、外の環境というのはないに等しい

んだよねjっていうわけです。だから、そこでは

建築の力や場所の力なんていうものは、有効な力

を発揮し得ていないんじゃないかというふうにい

うわけです。ヴィリリオの危倶とこれは重なると

ころがありますね。つまりテレビの都市や携帯電

話の都市の中に人々が生活の基盤、バーチャルな

…つまり虚像であるけれども、実質的な基盤を移

していった時に人々が場所を共有していることに

対する感覚が衰退していく。その時にそうした場

所が荒廃していくのではないかと、そういう可能

性ですね。それは、しかしながら、すでに起こっ

ていることだと思うんです。たとえば多くの人に

とって、郊外住宅地というのは、寝に帰るための

場所ですから、その場所を自分たちの生活環境と

して整備していくような好奇心もないかもしれな

いし、実際生活上の余力も時間もない…というよ

うなことが、大都市周辺部で起こっていたりした

ら、毎日 3時聞かけて行き来していたら、休みの

日、地域のために働こうという気にはならないか

もしれませんよね。そうした形で、実際に住んで

いる場所が場所としてリアルじゃないというのは

実はすでに起こっているわけです。

後の2つはもっと可能性に満ちたというか、ポ

ジティブな可能性を考えようという話ですけれど

も。場所ではない場所、つまりインターネット上

の例えばサイトのような場所に、場所に関する情

報が多様な形で蓄積されて、それが場所としての

都市を読み解くためのメディアとして機能してい

く。これは最初の話にあった GISなんてそうい

う可能性を秘めたメディアであるというふうに思

うわけですが、例えば『ぴあ』とかですね、それ

から東京都の概要であるとか、それから旅行ガイ

ドブFックとか、そういうものはあるわけですけれ

ども、すでに。多くの人が都市に関する情報や知

識を発信して、蓄積していくような場所を持たな

いアーカイヴ、図書館というものが構築されてい

くという可能性はあるわけで、そうするとそれに

よって、それを媒介することによって、都市の中

の新しい場所や魅力や問題というものが発見され

る…あるいは実際に都市のまちの中で人が出会う

場所っていうのはだ、んだ、ん減ってきているかもし

れませんけれども。そうした場所で出会った人た

ちが都市の中で新しい関係をつくりあげていくと

いう、そういう可能性は当然あるわけですね。

それから、私が個人的に関心があるというか、

もっと重要だなとd思っているのは、実はこちらの

ことなんです。今まで場所の中でないと行なえな

かったことが場所を越えて行なうことが可能に

なってきた時にもかかわらず、我々は物理的な身

体、体として存在していて、ある場所に住んでい

るし、都市という場所を共有しているわけですけ

れども、その時に場所を共有することの意味とい

うのは何なんだろうということが、再度考えられ

ていくんだと思うのですね。例えば様々な情報

ネットワークで行政サービスが与えられているに

もかかわらず、都庁舎という場所がある時に、こ

の場所、何のためにあるんだろう、どういう形で

もっと住民にとって意味のある場所にすることは
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できるんだろうかと。今まで場所に見出されてき

た意味がネットワーク上に移っていった時に、そ

うではないような場所としてのあり方、可能性と

いうのは何なんだろうかということです。それは

広場でも、それから公園でも、商庖街でもそうだ

と思うんですけれども、そうしたことがたぶん重

要なんじゃないかなと思います。その意味で私は

先ほどの講演の最後の質問がすごく重要だ、と思っ

ていて、つまり人が面と向かつて話し合うことの

創造性ということですね。そこでつまりネット

ワークを伝わっていくような文字とか音声だけ

じゃなくて、微妙な表情とか、仕草とか、そうし

たものが可能にしていくようなコミュニケーシヨ

ンの広がりということの意味というものが、たぶ

ん再確認されていくんだと思うんですね。そのこ

との意味をあるいは可能性を聞いていくような、

つまりバーチャルなメディアが出て、バーチャル

な空間が出てきたからこそ、再度発見されるよう

なリアルな空間の可能性というのを考えることが

都市や自治体ゃあるいは私たちの生活にとって本

当に重要なことなんじゃないかなというふうに私

個人は思っております。以上で私の話は終わりで

す。

5.総括

羽貝正美

本日は本当にたくさんの方にご出席いただきま

して、心よりお礼申し上げます。 3人の先生方か

らは、それぞれにご専門のフィールドで、大変興

味深いお話をいただきました。玉川先生からは、

GISに焦点を合わせてその活用状況ですとか、あ

るいは今後の可能性、利用、展望についてお話し

いただきました。服部先生からは、企業活動等を

中心に、ソフト系 IT産業の事例としてアメリカ

の都市を取り上げていただいて、現状や課題につ

いてお話しいただきました。若林先生からは、メ

ディアという言葉を手がかりにして様々な角度か

ら都市というものを考える、その興味深さを改め

て教えていただきました。

ところで、都市を形成する、都市を制御する主

体として、様々な主体が考えられますが、行政も

企業も都市社会…我々個人もまたその中に入るか

と思います。 ITと都市型社会ということをここ

で改めて重ねて想起した時に、これらの様々な主

体がそれぞれに固有の役割や機能を果たしている

というふうに、まずは指摘できるかと思います。

もう 1つ私はお話を伺いまして頭をよぎ、った言

葉があります。それが「サブシディアリティ」

(補完性)という言葉です。この言葉は、昨今分

権改革の絡みで聞かれるようになりました。具体

的には市町村、都道府県、国がそれぞれ役割を持

ちながら相互に補完し合う関係がこれからの大き

な課題であるというような意味で使っています。

この「サブシディアリティ」、相互補完という視

点から、都市と ITということを捉え直します

と、様々な都市形成の主体が相互に関係し合う。

その相互関係において補完し合う関係にあるんだ

ということを改めて知らされたように思います。

行政を主体とする都市管理・都市制御・都市計

画、まちづくり、こうした活動は企業あるいは私

たちの生活にとって極めて重要な行政活動であり

ますし、その活動を通して企業や私たちの生活・

活動が成り立っているといっても過言ではないか

と思います。

しかしもう 1つ「サブシディアリティ」という

言葉を思い起こした理由があります。それは人間

相互のコミュニケーションにおいて ITは、物理

的な場を共有する伝統的なコミュニケーションを

補完する、あるいは共存する、そういう手段とし

て、ますます多様な機能が期待され、あるいは創

造できるのではないかということです。先程の様

々な主体は都市をつくる上で不可欠な役割をそれ

ぞれ担っているわけですが、その一方でどのよう

な都市をつくったらいいのか、どういう都市環境

をこれから構築していかなければならないのかと

いうことについて、共通の目標・土台というもの

をまだ、持っていないのではないかというふうに思

います。では共通するものは何かということをさ

らに追求していきますと、住みやすさとか、交通

の利便性とか、安全性、様々なことが出てくると

思います。

しかしさらにそれを具体的にどういうふうに実
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現したらいいのかということを詰めていきます

と、答えは 1つではない。あるいは答えはすでに

出ているかといえば、出ていないといっていいの

ではないかと思います。今日まさに様々な議論を

している最中であり、どういうふうに具体的に進

めていくかということについて試行錯誤している

最中ではないかという気がいたします。これから

もこうした議論や試みを継続しなければなりませ

んが、ある意味でここに都市を考えるということ

の、あるいは都市研究の醍醐味といいますか、重

要性があるのではないかと思います。

本日は長時間にわたり、ご清聴ありがとうござ

いました。最後に閉会にあたりまして都市研究所

運営委員会委員長を兼任しております大学院都市

科学研究科長の高見津からご挨拶いたします。

6. 閉会あいさつ

さんありそうでありまして、その展望の方は我々

あるいは皆さんそれぞれがお考えいただかなけれ

ばいけない事柄…その基本的な示唆をきょう得た

というふうに考えさせていただきます。若林さん

のお言葉を借りれば、都市研究所というものはあ

る意味では場所でない場所なのかもしれませんで

すね。そういう場所でない場所を、それを都民の

皆さん、あるいは役所の皆さんとのまさに共有性

を広げていきたいと、我々は考えております。 10

人というような人数でできることには限界がある

けれど、皆さんが研究所というものを利用し、い

ろいろ問いかけていただくことで、また研究所も

発展できると思います。東京都立大学もこれから

数年かけて、大きな改革に立ち向かおうとしてお

ります。我々も非常に苦しいこともありますけれ

ども、新しい東京都・都民に役に立つ大学を目指

して、日夜いろいろ考えているところでございま

高見揮 邦 郎 す。その一環から研究所もきょうお集まりの皆さ

きょうは3人の先生方、本当にありがとうござ

いました。大変僕自身も示唆されるところの多い

お話を伺わせていただきました。都市とITーその

諸相というところについては、十分皆さんにいろ

いろな知識、考え方などお分かりいただけたと思

います。ただその展望ということになりますと、

今の羽貝教授のお話のように答えがどうやらたく

んのこれからのご支援を得て、さらに年々いい研

究所にしていきたいとd思っております。

きょうは、長時問、本当に最後まで聞いていた

だきまして、ありがとうございました。皆さんに

もお礼申し上げてこれで閉会にしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

(了)




